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はしがき 

圍棊の 目的は、 その 人人に よつ て 違 ふから、 一槪 に 斷定は 出來な い。 た 
とへ ば、 勝 m はどうで もよ い、 打つ のが 面白い とい ふ 者 も あれば、 勝 /: な 
ければ 面白くない とい ふので、 最初 貴け ると、 その 日は 誰れ とも 打たな 
いとい ふ 者 も ある。 けれども、 旣に勝 貴の ある 以上は、 質け るよりも 勝 
つ 方が、 誰れ しも 面白い に 違 ひ あるまい。 勝 貧を 度 外に おくと いふ 者 
でも、 勝ち /: いとい ふ 心で、 子を 下す 譯で 、員け やうと 思つ て 子を 下す 者 
はない 箸で ある。 ただ 勝負を 度 外に おくと いふのは、 勝てば もとより 
面白い し、 負けても 面白味は 失せぬ とい ふ、 圍棊 そのものに、 深い 趣味の 
あると いふ こと ^ 、 あらは し /: 一  1 B 葉に 過き な レ 

そこで、 圍棊 の 0 貴を 槪括 すれば、 强い 者が 勝つ て， 弱い者が ft ける に定 
つて ゐるが 、その 强く なる 方法は どうかと いふと、 定石を 學び 、且つ その 
變化を 知る の も 必要で あるし、 布石 則ち 石 立の 理を 悟る の も 肝要で あ 
れば 、手筋を 覺ぇ 込んで、 戰爭の 力を 養 ふこと も 大切で あるが、 更に その 


上に、 侵妒の 損得を 辨へ て、 打 損じの ないやぅ に 心. が％ のが、 最も 切要 

である。  s.- 

され  ば、 『石  立、 戰爭 、侵  分の  三者が  揃は  なければ、 名人とは  いはれ  ない。』  と  •‘ 
昔から 言ひ傳 へて ある ほどで、 この 三拍子が 揃 ふとい ふことは、 常人の 
容易に 企て 及ぶべき ところではない が、 この 言ひ傳 へに ょつ て 見ても、 
圍棊に おける 侵 分の 位置が、 如何に 重要で あるかが 分る。 然るに、 40 來 
侵 分に 關 する 書籍は、 僅に 幻 庵 因頓の 『終 解錄』 が ある だけで， それ も、 至つ 
て アラマ ヵで あるから、 師に 就いて 學ぶ 外、 殆んど 侵 分の 損得 勘定を 學 
ぶべき 道が なかつ たので ある。 これ、 本社が 此の 書 1T 發 行し /: 所以で 
圍棊 を學ぶ 者に と 9 ては、 この 上な き 便宜を 與 へた 譯で ある。 吾人は 
本書の 價 値に 就いて、 敢て 贅言を 費さない。 ただ 本書が、 斯界に おける 
占 來の 一大 缺陷 を補塡 した、 無類の 珍書で ある こと だけを、 玆に 公言し 
て、 自から の 誇りと する。 

大正 九 年 十月  樂  石  生 


侵 分の 勘定 


三 段 
樂石 


都 谷 森 逸郎 講述 【 ^ ゥ： 
胡桃 正 見 編輯 


『侵 分』 とい ふのは、 棊の半 過ぎに おいて、 自己の 地域を 堅める と 同時に、 敵の 地域を 侵して、 確 的に その 領域を 區 
劃す る 手段を 名 づけた ものであるが、 更に これを 細別す ると、 『大侵 分』 と 『小 侵 分』 との 二つに 分れる。 しかし、 そ 
の 『大侵 分』 とい ふのは、 確 的に その 領域を 區劃 する のではなくて、 たと へば、 大見當 で 杭を 打つ のが 『布石』 とすれ 
ば、 杭と 杭との 間に 更に 杭を 打ち、 繩張りを 施す やうな のが 『大侵 分』 で、 更に その 繩張り (: 垣を 築く の ♦か 『小 侵 分』 
{: 當 るので ある 〇 

全體基 とい ふ ものは、 每子必 す 局面に おける 一番 大きな 處を 擇んで 下すべき もので、 『侵 分』 の 場 4 口 (: しても、 この 
H 則を 離れる ことは 出來 ぬ。 然るに、 初學の 中は、 開局 當時に 於け る 布石と か、 右 石が 濟んで 戰爭の 場合な どには、 
隨分考 へ も すれば 注葸 もして、 技倆 相當 (: 打つ やうで ある ♦か、 さて 終局に 近づいて 、『侵 分』 とい ふ 段になる と、 早く 
終つ て 次ぎの 局に 移らう とい ふやうな 氣が して か、 急いで 打つ ところから、 存外 疏 略に 流れる のが 常で ある。 けれ 
ども、 先手 四 五目の 處 を、 敵 (: 四 五 個 處もョ セら れ ると、 中 押 勝に 見えた 基 も、 細い 勝負になる か、 若く は アベ n 
二 負かされる ことになる ◦この 道理から。 上手との 對局 •には、 二三 十目の 勝算 ある 綦 も、 ' it t で 四 目、 彼處で 五目 
と、 段段 i: ョ セら れ て、 作り上げて 見る と、 勝敗の 轉 倒して ゐ るのに 驚く のが、 初 填つ-. ifj である。 けれども、 これ 
は© •の 當然で 、決して 驚く (: は 足らない ので ある。 


霞 分の 勘定 


/ 


浸 分の 勘定 


二 


これら 實 際の經 驗 (: 徵す るに、 初 M 者の輕 んじ 易い もので、 しかも 大に 注意せ ねばならぬ のは、 『侵 分』 であると 思は 
れる。然る (: 、從來侵分』 (: ついての書籍は抒めて少く、幻庵因碩の『圍基終解錄』が、僅に一册に纏つてゐるが、そ 
の敦が 至つ て 僅かで あるし、 『何！：：： 得』 とか" 『何 目 程 得』 と ある ばかりで、 その 勘定の 仕方 ♦か 不明で あるし、 それに、 
往往 勘 足の 問 違つ てゐ ると 思は れ るの も あるので 、こたび 樂石 君の 依賴に 應 じて" 古 來の基 書を 參考 とし、 自己の 
經驗よ b 來る 實戰 (: 徵 して、 凡そ 二 rf 五六 十圖 ばかりを 擇 び、 その 勘定 及び 勘 / E の 仕方、 先手 後手の 關係 等、 初學 
者の 分り 易い やうに 成る V  く 精し く說 Hii T る ことにした。 けれども、 藝道 未熟の ことで あるから、 或は 間違 ひ ♦かない 
とも 限らぬ によつ て、 ^ し 御 心 付きの フシ ♦か あるなら ば、 御 遠慮なく 御 申出で 下さる やう* 本書の 出版 (: 際し、 特 
にこ こに 御 願 ひを 致して おく。 


讀圍 棊哲學 


善棊非 無 土。 眞理曾 不知。 


卓 哉 田北洲 。 
寸陰 不足 惜。 
肅紙 與棊子 。 


斯道 迷 霧披。 
手談忘 憂悲。 
行 行携者 誰。 


五 江  小川 

王薛 風流 事。 
透徹 入 三昧。 


默默無 ^ 一一 一口 裡 

斯書出 干 世' 


通 

只 能 賭 梅 詩。 
今人俾 箴親。 

奥妙 信 有 之。 
常住 有 餘師。 


gn p は、 『黑光 、先 半 六 目の ^ j である。 P1 の 如き 場合に 
は、费と下るのが本手で、，©の1‘に蹒繼ぐべきものでな 
い。 ナゼな らば、® と 下つ て© @ と 跳 繼 ぐのは、 先手で あ 
るが、 a の處 (: 跳ねて、 白® の 時 P と繼 ぐのは、 後に® の 
處に 跳ね、 白 「 V^ J 黑 『ろ』 白 『は， i 黑 © H lf に』 となるべき、 
先手 五目の 手 ♦か 殘 つては ゐるが 、差 向後 手で あるから、 
他に 三 四 目の 場處の ある 間は、 容易に 打てない からで あ 
，る 0  , 

しかし、 此處を 白より 打つ 場合には、 II の處に 跳ね、 黑 
f ほ』 の時㊁ に繼 ぐの •か 本手で、 これ 亦 『白 先、 先手 六 E の 
侵 分』 である。 但し 白から 跳繼 ぎ 1: 打たれた 場合には、 黑 
は 大方 手を 拔 いて 他を 打つ から、 後に 白より 『へ』 に 附け 
られ 、黑一 I と』 白. 一ち』 黑 f り』- こなる ことを 豫想せ ねばなら 
ぬ。 さすれば、 白の 跳繼ぎ は、 時に 後手では あるが、 後に 
『先手 六：：！ の 侵 分』 が 殘つ てゐ る譯だ から、 つまり、 白の 跳 
繼ぎは 『後手 十二 tl の 得』 とい ふこ. とになる。 けれと も、 
白よ b 『へ』 (: 附け られ るのを 嫌つ て、 黑が 『と』 に豫防 し 

たと すれば、 白の 跳 繼ぎに 一轉 して 『先手 六 目の 得』 とな 

るので ある。 

總て侵 分の 勘定は、 敵より 打たれて、 自己の 地が 減じて 

敵の 地が 增 すのと、 自己 よ^' 打つ て、 敵の 地を 減じ、 且 
つ 己の 地を 增 すのと、 二樣の 計算 法が あるので、 その 


毽分の 勘定 


間 r は、 乂 先手 後手の 關係が あつて、 後手には 又 大方 先 
手の S 分* か 殘る ものであるから、 よくよく 落 付いて 勘定 


(第一 圖) 


三 


_ 侵 分の 勘定 _ 

第二 圖は 、第一 圖と略 同様で あるが、 『い』 に掛繼 いでな 
いから、 前關の やぅ (: © の處に 下らす に、 ® の 如く©© 
，こ 跳繼 ぐの が 本手で ある。 ナゼな らば、 黑が斯 く 跳繼ぎ 
を 打 つても、 黑は 先手で あつて、 白が 手を 拔く譯 に ゆかぬ 
からで ある。 則ち 若し 白が 手を 拔け ば、 黑 より 『ろ』 に附 
けて 打つ 筋が あるから、 白は 圖の 如く® と 掛繼が ねばな 
らぬ ので ある。 

又 白より ョセる 場合に も、 やはり © の 處に跳 ね、 黑一 一は』 
の 時！！ の處 {: 繼ぐべ きもので、 この 跳繼 ぎは、 黑白其 に 
敵の 地を 四 0 減じて、 自己の 地を 四目增 すので あるから、 
本圖の 勘定は、 『黑 先、 先手 八 目の 得』 とい ふこと になる 0 
しかし、 白より 跳繼ぐ 場合は、 黑が 『ぱ』 に豫防 すれば、 
『先手 八 目の 得』 になる* か、 前に も 述べた 通 り、 斯る 場合 
には、 黑は 大方 手を 抗くべ きもので、 白よ b 『ほ』 に附け 
て 渡る ことに a るから、 白の 跳 II ぎは、 後に 『ほ』 に附 けて 
渡る とい ふ、 先手 六 目を も 勘定に 入れて、 『白 先、 後手 十 

四：！ 得』 とい ふこと に 見ねば ならぬ。 

初學の 中は、 二目 か 三 目の 當りに なると、 他に 關係 のな 

い 石で 毛、 あわてて 繼ぎた ♦かる けれども、 圖の 如き 先手 

八！ m からの ョセ (: 對 しては、 一向 無頓着で ある。 これ 則 

ち 侵 分の 勘定が 分らぬ がらで、 勝が 轉 じて 敗と なる 所以 

である。 


四 


(第二 圖) 
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第三_は、前圖の場合 (: ，白が跳繼ぎを打つた時、黑が 
手を 拔 いた 場合で あるが、 『い』 の處が 明いて ゐるだ け、 
少し 違つ て來 る。 さて、 白 •か C0 と附 け、 黑 ©の 時 S と 渡 
つて © と繼が せる のは" 普通 『先手 六 目』 のョ セで あるが、 
圖の 如く 『い』 の 處が 明いて ゐる 場合には、®  i 置く 筋が 
あるから、 一目 七 分 五 M だけ 增 して、 『七 目 七 分 五 厘の 得』 
となる。 則ち 黑が ©の 手で (七の 處 に 下れば、 白は 『ごに 
突出し、 黑 『ろ 0 時 『は』 (: 切 り、 黑 ©の 時 『に』 に 跳ねて 
劫と なる から、 黑は ©と 打つ ょり 手は ない。 だから、 圖の 
如く ® ® となる のは 自然の 手順で あるが、 白は どぅ 打つ 
て も 後手で あるし、 笠 (七の 二子は 助からぬ から、 黑 ょり 打 
つ MJ になる のは 當然 で、 黑が 打つ ものと すれば、 先づ 『ほ』 
に 打 かき、 白 r へ』 の 時 『と』 (: 打ち、 白 『 $ J の 時 『9』 に ® 
の 一子を 取り、 白 『ほ』 (: 繼ぐ ことと なつて、 半 目の 劫が 
殘る。然るに、白は渡りの六目に、『ほ』の處で一目取つ 
て 七 目と なつて ゐるか ら 、黑が こ 0 劫を 繼いだ ところで、 
白の 七 目の 利は 動かす ことが 出來ぬ 上に、 その 劫は、 ど 

ちらが 勝つ ことになる か 未定で あつて、 つまり、 半 目の 

半分 殘つ てゐる 勘定 rr から、 『白 先、 先手 七 目 七 分 五 厘の 

得』 とい ふ 勘定が 生れて 來 る。 


(第三 圖) 
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第 四圖 は、 置 * (: おける 附 手の 定石 (: 出來る 形で あるが、 
期の 場合に、 白が 8 と 跳ねて ㊂と繼 ぐのは、 時に 後手で 
あるが、 後に 『い』 (: 附 けて、 『先手 六 目』 の 渡り' が 殘 つて 
ゐる から、 『後手 十五 目 j とい ふ 勘定 (: なる。 しかし、 黑 
が® の 手で 『ろ』 (: 豫防 すれば、 後手が 變 じて 先手と なる 
から、 『先手 九 目の 得』 になる ので ある。 

又黑 に 先が 回つ てョ セる 場合には、 ㊀の處 に 下るべき も 
ので、 白が 手を 拔けば 、『は』 に 桂馬し、 白に 『に』 に 打たせ 
ると いふ、 『先手 六 目』 の 手が 殘 つて ゐる から、 やは b 『後 
手 十五 目』 の 勘定になる。 しかし、 白が ㊂の處 に 受けた と 
すれば、 後に 白より 『ほ j に 跳ねられる ものと 見なければ 
ならぬ から、 黑の 下りは、 『先手 七 目の 得』 とい ふこと に 
なる。 


あらそ ひの やむ こ 

なけれ は 心なき 
斧の 柄す らも 

朽ちて みせ けん 

(千 嶽) 
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(第五 圖) 


第五 _ の やうな 場合 {: も、 黑の 手なら ば© と 下る のが 本 
手で、 圖の 如く 六までの 結果、 白の 地 三 目を 減じて、 黑の 
地 四 目を 增すか ら 、則ち 『黑 先、 先手 七 目の 得 Ji いふ 勘定 
になる。 但し、 白が® I 跳ねて、 Q の處に 繼 ぐのは、 後 (: 
『ろの 跳繼ぎ ♦か 殘 つて ゐるか ら "同じく 黑地四 目を 減じ、 
白地 三 目を 增す 道理で、 合計 『七 目の 得』 であるが、 後手 
であるから、 『白 先、 後手 七 目の 得』 となる ので ある。 

釘 六圆の やうな 場合に、 黑 ♦か ⑩と 置く のは 善い 手筋で、 
圖の 如く㊁ © ㈣ となる のは 自然の 手順で ある。 そこ 
で、 黑 ♦か 『は j に 繼 ぐのは 後手で あるから、© の 一子は、 
白 (: 取られる ものと 見ねば / i: ら ぬし、 『ろ』 の處 は、 一見 
見 八 口 ひの やうで あるが、 斯る處 は、 白ょり 打たれる もの 
と 見ねば ならぬ から、 つまり、 白地 •か 三 目 減じて、 黑地 
が一 E 增す勘 定だ から、 『黑 先、 先手 四 目の 得』 とい ふョ 
セになる。 

又 白ょり 『い』 に 跳繼き を 打つ ことにな れば 、黑地 ♦か 二目 
減 じて、 白地が 三目增 すけれ ども， 黑ょ 5 『ろ J の當 てが 

利いて、 黑地が 一目 增すか ら 、つまり 『白 先 •先手 四 目の 

得』 になる 勘定で ある。 


侵 分の 勘定  八 


第 七圖の やぅな 場合は、 常に 出來る 形で、 白の 0 と 下る 
のは、 如何にも 小さい やぅに 見える が、 後に 『い』 を附け 
る 筋が あるので、 『後手 五目 二分 五毛の 得』 とい ふ 計算 
になる。 それは、 黑ょ b e の處に 跳ねられて、 白が 『ろ』 
に應す る ものと すれば、 白地が 現に 二目 減じる。 けれど 
も、 この 『ろ』 (: 應 じる 手は、 半 目の 見合 ひで ある こと 
を、 先づ 心得て おかねば ならぬ。 ナゼな らば、 黑ょ〇 『ろ』 
に 跳ねても、 白が 『は』 に 抑へ ると、 半 劫が 殘る からで あ 
る。 つまり、 黑 •か 0 の處に 跳ねた 時 •白が 『ろ』 に 下れば、 
第三 線までに、 白地 ♦か 一目 出來 るし、 白が 手を抜いて、 
黑 ょり 『ろ』 •• (: 跳ねる ことにな つても、 尙半 劫が 殘るか 
ら 、この 見合 ひは、 白に 七 分 五 厘、 黑に 二分 五 厘の 權利 
の 在る 場 M である。 して 見る. と、 黑ょ b ㊀の處 に 跳ねれ 
ば、 白地は 二目 二分 五 厘 減じる 譯に なる。 

然るに、圖の如く白が©と下れば、現に白地は二目二分 

五 厘 增 して ゐる 上に、 後に 白 『い』 黑 『に』 白 『ほ j 黑 『へ』 と 

なつて、 白は 先手に 黑 地を 三 目 削る ことにな なから、 則 

ち、 合計 五目 二分 五 厘の 得と いふ 勘定が 生れて、 來 るの 

である。 


第八圖 は、 置 基の 附手に 出來る 形で ある ♦か、 白の © と 切 
る 手は、 『後手 十五 目 强の得 J である。 勿論 この 勘定は、 
黑 ♦か 次 圖の やうに ョセ たものと しての 計算で、 若し 白が 
『い』 に跳繼 ぎを 打つ J になれば、 『後 牛 十七 目 强 j になる 
•か、 次 圖のや うに 打つ のは、 黑の 先手で あるから、 大方 
白ょりは 利かぬ 場合 •か 多い ので ある。 

然ら ば、 どうして 十五 目强の 得になる かとい ふと、 圖の 
如く 黑の 一子を 切 取る のは、 黑の 地を 五目 減じて、 白の 
地を 十目 增す からで ある。 一見 すれば、 黑地が 十目 減じ 
る やうに 見える けれども、 さう ではない。 それは、 次圖 
を 見れば 分る。 

かう 打てば 

などと へボ基 の 
まけおしみ 

(古 月 庵) 


(第 八圖) 


侵 分の 勘定  九 


侵 分の 勘定 


第 九圖は 、前圖 の 如く 白ょり 一目 切 取られた 場合に、 黑 
の 取るべき ョセ 方で、 © と附 ける の ♦か 手筋で ぁる。 圖の 
如くな れば 、黑は 『先手 二目、 後手 十目の 得 j でぁるから、 
時機を 誤 まらぬ の ♦か 肝要で ぁる。 

然る |: 、©の手で單 (: @ と下る時は、『後手八目』の手が 
殘 つ じゐ ると いふまでで、 一向 ® 白くない。 基は 後手の 
八 目ょ り も、 先手の 二目の 方が 貴い ので ぁる。 又 若し 黑 
©の 時 白が 手を 拔けば 、黑は 『先手 八 目の 得』 をす る こと 
になる から、 白が® と應 する のは 已むを 得ぬ 譯で 、則ち 
圖の 如く 黑 i らョ セら れ るのは、 白の 豫 期せねば / i: らぬ 
ところで ある。 

こかね もてつ くる 

枕は 打ち出て し 
石の ひかりと 

なりに ける かな 

(美隆) 


(第 九圖) 
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第 十圖 は、 前 圖の變 化で、 黑が ©と 抑へ た 場 <:r には、 白 
は © と 切る のが、 ョ セの 本 法で ある。 單 に® の K (: 跳ね 
れば 、黑 より 『い』 に 抑へ られ 、それから ㈡の處 (: 切つ た 
のでは、 黑よ b 同じく® と 打たれ、® の處 に 伸びれば、 
@ の 方から 抑へ られ 、©の 處に 曲れば 『ろ J に 伸びられ、 
『は』 に當 てれば 『は』 に 一子を 取られ、 勢 ひ 『ほ〗 に 出な け 
ればな らぬが 、黑 より 『へ』 (: 當 てられ、 『と』 に ■がねば 
ならぬ ことにな つて" 一手 足らす で 取られて 仕舞 ふこと 
に： へる 0 

然るに、 圖の 如く、 最初 一一} と 切れば、 黑 ♦か ® の 手で© の 
方から 抑 へても、 白は © の 處に 曲つ て、 黑が 『ろ j に 伸び 
た 時、 『い』 置く 筋が ある。 則ち、 黑が汚 の處に 下れば、 
白は 『は』 に 跳ねて、 劫に する 手が あるから、 圖の 如く 打 
つより 仕方' がない ので ある。 そこで、 これを 第 八 PI 及び 
第 九圖の やぅに、 白より 打たれる のに 比べる と、. 現に 黑 
他が 五自增 して、 白地 ♦か 十目 減じる ことが 分る であらぅ 0 

フ V の 上、 白が 後に 『い』 に繼 ぎ、 黒が 『ほ』 に 跳ねる ことに 

なれば、 十五 目 だけに 止まる けれども、 刼 數の關 係に よ 

つて* 後に 黑 より 『い』 に打敏 いて、 劫に 打つ手 も あるし、 

又 場合によつ ては、 黑が第 九 岡の 手段を 運ぶ 暇がなくて、 

白より 跳ね 繼 •かれる かも 分らぬ ので、 それや これ やで、 

十五 目 强と した 譯で ある。 


(第十圖) 


凄 分の 勘定 


侵 分の 勘定. 

第 十一 圖も亦 、前 圖の變 化で あるが、 白が 先手を取りた 
い 場合には、 _ の 如く 0 と附 ける のが 面白い ので、 『先手 
四 目の 得』 である。 ナゼな らば、 白が 『い』 に繼 ぐの も、 黑 
が 『い』 に 切る の も、 いづれ も饺手 八 目の 手で ある •か、 こ 
れは 見合 ひで あつて、 双方に 四 目の 權利が あるから であ 
る。 則ち黑 wr い』 に 切つ たと すれば、 白 『ろ J 黑 r は』 とな 
つて、 錡三線 乃至鉍 五線までに、 黑地が 六 目出來 て、 第 十 
圖のや ぅに 打つ よりは、 一目 增す けれども、 その 代 りに、 
白地が 一目 增すか ら 、やは b 五目で ある。 又 白が 『い』 に繼 
いだと すれば、 後に 白 『WJ 黑 『ほ』 白 『へ』 黑 『と』 となる 沪 
ら 、白地が 四目增 して、 黑地が 四 目 減じる ことになるの 
である。 

袋 十二 圖は 、俗に 『大ざ る』 と唱 へる 侵 分で、 『白 先、 先手 
九 目の 得，： である。 

この 勘定の 仕方は、 假 りに、 黑 より ㊂の處 に 抑へ たと す 

れば 、白が© の 處に 跳ねる のは 後手で あるから、 勢ひ黑 

より ® の處に 跳ねられ、 白 『い』 黑 ©白 『ろ』 となる ものと 

見ねば ならぬ。 さぅ すると、 圖の 如くなる のに 比べて、 

白の 地が 三 目 減じて、 黑の 地が 六目增 す ことになる。 然 

る (: 、白ょ6(0と大桂馬に走れば、黑の地が六目減じて、 

白の 地が 二目 增し 、それに © の 一子を 取つ てゐ るから、 

つまり、 先手 九 目の 得と いふ 勘定になる ので ある。 


_ 一二 _ 

であるから、 黑 より ㊂の處 に 抑へ るのは、 前に 述べた 計 
算法で、 『黑 先、 後手 九 目 得』 とい ふこと も、 隨 つて 分る 道 
现 である 0 


(第 十一 圖) 
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仕方 も、 黑ょ の處 に 抑へ て、 『ろ J (: 跳繼 ぎを 打つ も 
のとして、 その 增減を 加除した 譯で ある。 

(第 十三 圖) 
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(第 十四 圖) 


第 十三！！ の やぅな 場合に、 白より 『VJU 打たれる と、 
黑 © 白 『ろ M a 白 fe 黑 『は J 白 『に J 黑 『ほ』 白 © の 處に繼 
ぎ、 黑 『へ』 となつ て、 黑地が 四 目 減じ、 白地が 二目 增 し、 
その上 黑の 一子を 取られて ゐるか ら 、白 (: 『先手 七 目の 
得』 をせられ る 道理になる。 よつ て、 黑 •かこれ を 防 ♦かぅ と 
いふ 時分には、 圖の 如く 尝と 打つ のが 手筋で ある。 若し 
@ の 手で ㊁の處 (: 抑 ふれば、 白に 先手で 跳繼ぎ を 打たれ 
るから、 圖の 如く 打つ のに 比べる と、 黑は 二目 損を する 
ことになる。 

尤も、 黑が圖 の 如く© と 打つ の も 後手では あるが、 白㊁ 
黒® の 時、 白 •か 『に』 に 抑 ふれば、 黑は 手を抜いて 他に 打 
つから、 白 『ろ 』に 一子を 取 〇、 黑 『い』 に 抑へ ると いふ 順 
序になる ので、 黑 ©の 手は 『先手 三 目 半の 得』 になる。 け 
れ ども、 大侵 分の 場合には、 白が 『wj に 抑へ るのは 後手 
であるから、 斯る處 は、 大方 黑 より 『に』 に 出で、 白 『と』 黑 
『ろ 』 白 『ち』 となる ものと 見ねば ならぬ。 さすれば、 黑は 
三 目 半に、 又 三 目 半の 得を する こと (: なる から、 結局 黑 

® の 手は、 『後手 七 目の 得』 とい ふ 勘定になる ので ある。 

第 十四 圖も 亦、 大 桂馬の 侵 分で、 『白 先、 先手 九 目の 得 j で 

あるが、 形が 違 ふから、 黑の受 手 ^ 示した ので ある。 則ち 

圖の 如き 場合には、 白 e の 時、 黑は © と受 くべき もので、 

® の 手は、 『い』 {: 繼いで も 同じ 道理で ある。 この 計算の 


.へ ほ㊀ いろ 

0  i よに© + 
-〇 ©■ 


-〇 一 


場— 


f: 


修 


(第 十五 圖) 


侵 分の I il 定 _ 

第 十五 圖の樣 な 場合に、 白が e と 打っ のは、 『先手 七 目の 
得 』 でぁる。 圖の 如き 場合に、 白が 若し ㊀の 手で 『い』 に大 
桂馬に 打てば、 八 目の 得には なる が、 黑に® と附 けられ' 
㊀の處 に 引いた 時、 『ろ』 と 抑 へられて 後手と なる から、 斯 
る 場合には、 PI の 如く 小 桂馬に 打つべき ものでぁる。 
かくて 白は、 他に 轉す るから、 結局 黑 『い』 白 『は』 黑 『ぱ』 
白 『ほ』 となるべき もので、 最初 黑に 『は』 の 處に抑 へられ 
て、 『へ』 に跳繼 ぎを 打たれる のに 比べる と、 白は 自己の 
地を 三 H 增 して、 敵の 地を 四 目 減じた 道理になる から、 
この 增 減を 合せて、 七 目と いふ 勘定になる ので ぁる。 

/ 

いた つらに 夜と 

晝とを 打つ 石の 
ふみに あらそ ふ 

ひ ともあ^ N け b 

(善行 寺 琢磨) 


箱 十六 K も 亦、 大桂 馬の 侵 分で あるが、 一一の 如く 一方よ 
b 大桂馬 に 打たれた 上に、 又 一方より 先手の 跳 m r ?: 打 
たれる やうな 場合 1: は、 © の 手を 『い 1 若く は 『ろ』 (: 打た 
すに、圖の如く打つて、兼ねて一方の跳繼ぎを防ぐべき 
もので、黑がかく@と打つて、兩方を防ぐことになれば、 
この 白の大 桂馬は、 普通 九 H の 得で わるが、 二目 減じて 
『白 先、 先手 七 H の 得』 となる。 

然らば •とうして さう いふ 勘定になる かとい ふと、 若し 
黑が @の 手を、 『い』 又は 『ろ』 に 打てば、 白は 此處で 先手 九 
0の得をしてゐる上 (: 、更に一方より『は』 (: 跳ね、黑.に 
『 1^ 』 (: 抑へ させて 『ほ』 に繼ぎ 、黑 1: © と掛繼 •かせて、 又 
先 - f- 三 H の 得を する から、 つまり 白は 先手 十一 目の 得を 
する ことになるが， _ の 如く® と 打てば、 白の 大桂 馬は 
八目に減じ、その上一方は、白，ほ『黑『は』と、下6下り 
(: 見ねば ならぬ ので、 黑に 一目の 得を せられる から、 差 
引 G は、 先手 七 目の 得に 減す る譯 である。 して 見る と" 
黑 ©の 手は、 一手で 四 目の 利益になる 譯で あるから、 よ 

くよ く 場合を 見て、 一手と いへ ども、 輕卒 には 打てぬ こ 

とが 分る。 


陵 分の 勘定 


(第 十六 圖) 
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(第 十八 圖) 


疫  分の ^ 定 _ _  _ 

第 十七 圖は 、前 圖の參 衿までに 出す ので あるが、 P3 の 如 
く、 白の 一子が 中に 在る 場合に、 前 圖と 同榛の つもりで、 
@と兩 方を 兼ねて 打てば、 白に® 4 られ 、©と 伸びた 
時 * と 打たれる 手が あつて、 黑は 忽ちは まりの 形と なる。 
初學の 中は、® の 手で 『い』 に 推す ものと 見て、 © と 打つ の 
が 得の やぅに 思 ふけれ ども、 S とい ふ 手筋が あるから、 
くれぐれも 場合と ぃふ ことを 忘れて はならぬ。 

第 十八 圖の やぅな 場合に、 白が ㊀と切 取る のは、 『後手 十 
目の 得』 である。 その 計算の 仕方は、 後に 白ょり 『い』 に 跳 
ねて、黑が『ろ』に伸びることになるのは必定であるのに’ 
黑が若 し e の 處に繼 ぐ ことにな れば 、やがて 黑ょ b 『は』 
に 跳ねられ、 白 『ぱ』 黑㊂白 『ほ』 i なるべき もので、 いづ 
れも 五目 づつ の增減 であるから、 合せて 十目になる ので 
ある。 


8 — ^ 


第十九圖のやぅな場合 (: 、白が 3 と伸び、黑が@と抑へ 
た時 © と切るのは、いはゆる手筋といふもので、©まで 
の 結果、 臼は 『先手 三 目の 得』 で Co る。 

若し 單 に 0 の 手で ㊄の處 に 出れば、 黑 {: ㊆の處 (: 抑 へら 
れるま での もので、 先手 一目の 得に しかなら ぬので ある。 
一寸 考へ ると、 先手 二目の やぅ (: 思 はれる けれども、 S) 
56 と出られて二目減じた上に、黑は乂自己の地內に、自 
から 一子を 投じた 勘定に / i: るから、 つまり、 三 目と いふ 
計算が 出て 來 るので、 これ 皆 8 及び ㊂の 働きで ある。 
第二 十圖の やぅに、 白が G と附 けて、 黑 S の 時㊂と 渡る 
のは、 『格. 手 七 目の 得』 である。 ナゼな らば、 黑が 『V』 に 
抑 さへ る ものと すれば、 第 四 線までの 間 (: 九 目出來 るの 
に、 圖の 如く 白 (: 打たれる と、 二目し か 出 來ぬ ことにな 
るからで 1) る。 されば、 黑が 『い』 (: 抑へ るの も、 同じく 
『後手 七 目の 得』 (: なる 道理で ある。 
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(第 十九 圖) 
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(第二 十圖) 


侵 分の 勘定 _  _ 

第二十一圖のやぅな場合 (: 、白が 0 と跳ねるのは、『白 
先、 後手 九 目 半、 先手 三 目の 得』 である。 その 計算 法は、 
黑 ょり 『い』 (: 跳繼 •かれる ものと すれば、 白の 地 ♦か 二目 減 
じて、 黑の 地が 三 線までに 九 目出來 るのに、 圖の 如くな 
れば 、白地が 二目 增 して、 九 目 出 來る黑 地が 現 (: 五目 減 
じて ゐる 上に、 いづれ 白ょり 『ろ』 に 跳ね、 黑 『は』 となつ 
て、 後に 黑ょ b 『は』 1: 抑 へられて、 半 目の 劫が 殘る こと 
になる からで ある。 

尤も 白 ♦か 0 の 時、 黑が ©の 手で ® (: 曲り、 白が © の處に 
出た 時、 黑 •か®^ の處に 抑へ て、 繼ぎ つぎと なれば、 黑は 
後手で 三 目 半增す 道理で あるから" 隨 つて 白は 『先手 六 目 
の 得』 となる 勘定 だが、 かくては、 黑は ^ 手と なる から、 
圖の 如く® と 飛ぶ のが 手筋で あ-る。® と 打つ ておけ ば、 
白が 手を 拔けば ® の處に 抑へ る 手 ♦か 殘るか ら 、白は 勢 ひ 
㊂ と飛附 ける やぅになる が、 白も㊂ と 打つ て 後手を 取る 
のはつ らいから、 斯る處 は、 大方 ㊀と 跳ねつ ばな しで お 

くもので、 黑 より ® の處 (: 抑へ る 手順と なる のが 普通で 

ある。 さうな れば 、白は 先手 (: 三 目の 得を する ことにな 

るので ある。 


一八 


(第二 十一 圖) 
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第二 十二 圖の やぅな 場合に、 白が 0 と 切つ た 時、 黒は e と 
伸びる 手で、 『い』 に 劫に 打つ手 もないで はない が、 この 劫 
は 白に 痛みがなくて、 黑に痛 みのある 處で 、いは ゆる 白 
の 花見 劫で める から、 容易に 打つ 譯にゆ かない。 ゆ ^ に、 
黑は ©と 伸びた ので あるが、 その 時 白は ㊂と 打つ のが 手 
筋で、 この場合に おいても" 黑は 劫に 打つ ことが 出來ぬ 
から、 © と 曲つ たので、 白 •か ® に 渡る ことになるのは 當 
然の成 行で ある。 

さて 斯くな れば 、後に 白ょり 『ろ.』 に 跳ねる ものと 見なけ 
ればな らぬ から、 最初 黑 ょり 『い j に 跳ねられる のに 比べ 
ると、 白は 二目 增 して、 黑は 五目 減じた 上に、 黑に七 分 
五 M、 白に 二分 五 厘の 權 利の ある 劫 •か 殘る 勘定で あるか 
ら 、この 二目と 六 目と を 合せた 八 目より、 七 分 五 厘を 差 
引いて、 つま b、 『白 先、 後手 六 目 三分 五 厘の 得』 とい ふ 侵 
分 {: なる。 


(第 二士 一 圖) 
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(第二 十三 圖) 
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(第二 十四 圖) 


第二 十三 圖の やうな 場合に、 黑 ♦か！！ と 置く のは、 いは ゆ 
る 手筋と いふ もので、 心得て ゐな いと 打てない 手で あ 
る。 この 侵 分の 計算は、 白より © の處に 跳ねられ ると* 
黑の 地が 二目 減す るのに、 圖の 如く 黑 より 打てば、 黑は 
二目增す代りに、©と置いた石を敵に與へるから、差引 
ゼロの やうで あるが、 しかし、 © の 石の 在る ために、 白 
は 別に ^ と 自己の 地內に 一手 入れて ゐる譯 だから、 つま 
り、 『黑 先、 先手 一目の 得』 とい ふこと になる。 ナーニ 目 ば 
かりとい ふか も 知れぬ ♦か、 先手で ある 以上、 一目と いへ 
ども 大きい i いはねば ならぬ。 

第二 十四 圖は 、『黑 先、 先手 七 目の 得』 とい ふョ セで あ 
る。 ナゼな らば、 白より 『い』 の處に 打たれる ものと すれ 
ば、 白の 地 •か 五目 增 して、 黑の 地は 一目 も出來 ぬのに、 
鬪の 如くな れば 、白地が 五目 減じて、 黑地 ♦か 二目 增すか 
らで める。 允 も、 白 ® I の 手は、 僅に 後手 三 目の 手で ある 
から、 白は 手を抜いて 他 (: 打つ 方 ♦か 宜しい。 さうな れば、 

黑は㈣ の 處 (: 二目 打拔 いて、 白が C 八と 並ぶ ことになる か 

ら 、『黑 先、 後手 十目の 得 1-- である。 

されば、 黑が 後手を 嫌 ふ 場合には、 © の 手で© の 處に桂 

馬に 打つべき もので、 然る 時は 『先手 五目の 得』 である。 

して 見る と、 黑は 他の 形勢を 案じて、 ョセ 方を 定めねば 

ならぬ し、 白 も 亦、 他の 形勢を 案じて、 これに 應接せ ね 
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の 手で ある。 しかし、 さうな れば 白の 0 X •一} の 跳ね 繼ぎは 
『先手 四 目の 得』 となる のは、 說明 する まで も あるまい。 


地を 三 目增 して、 後に 黑 f l^ j 白 『ほ』 となつ て、 白地が 一 目 
減じる から、 後手で あるけれ ども、 先手 1: 値 ひすべき 四 目 

(第二 十五 圖) 
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第二 十五 ii は 前圖と 同 ^ の ^ 合 (: 白より 打つ手を 示し 
た ものであるが、 白よ b ョ セる (: は、 圖の 如く 0 ^ と 打つ ベ 
きもので、 黑 より 『い 』 (: 打たれる ものと して 計算 すれば、 
この ョセは 『白 先、 後手 五目の 得 j になる ので ある。 

初學の 中は R の 手で、 © の處 1: 抑へ たがる けれども、 さす 
れば 、黑よ b e の處に 跳ねられ、® の 處に抑 ふれば、 『ろ j 
に 切られて 取られる ことになるから、 止む を 得す 『は』 に 
打たねば ならぬ ことになる、 然る 時は、 又 『い』 (: 附けら 
れ て、 最初 黑よ b 大桂 馬に 走られた のと 比べて、 僅に 一 
目し か 得を しない ことになる。 これ 白より 打つ 場合には 
8 と 飛ぶべき 所以で ある。 

第二十六圖のやぅな場合 (: 、白が 0 と跳ね、黑に @ と抑 
へさせて ㊂と繼 ぐのは、 後 (: 白より 『い』 に 跳ね、 黑 『ろ』 
に 伸び 『は』 (: 繼ぐ ことになるから、 白の 地が 五目 增 して、 
黑の 地が 六 目 減す るので、 つま、 り 『白 先、 後黑 十一 目の 釋 j| 
である。 

これに 反して、 黑 より㊂ の 處に跳 繼ぐ ことにな れば 、黑 

地が 六 目增 して、 白地が 五目 減す るから、 やはり 『黑 先、 

後手 十一 目の 得 j とい ふ 勘定 {: なる。 かぅ いふ 處の 跳繼ぎ 

は、 小さい やぅで 中中 大きい から、 決して 粗略に しては 

ならぬ。 

尤も、 黑が® の 手で 『い』 (: 下る のは、 圖 に比べる と、 黑 


浸 分の 勘定 


第二 十七 圖は 、置 棊の附 手の 場合に 往往 出來る 形で ある 
が、 圖の 如く 白が ㊀と附 け、 黑 © 白 ㊂黑 © 白® とい ふこ 
とに なれば、 後に 白より 『い』 の 跳繼ぎ を 打つ手 順と なる 
のは 當然 で、 則ち、 黑 より 10 の處に 抑へ、 白 「ろ j 黑 『は』 
白 『は』 黑 © となる のに 比べる と、 白の 地が 五目 增 して、 
黑の 地が 九 目 減す る 勘定になる から、 『白 先、 後手 十四 目 
の 得 J である。 

しかし、 白 ♦か ® と繼が すに 他に 打てば、 黑 に ® の處に 切 
られ て、 G の 一子を 取られる ので、 白地が 五目 減じ、 黑地 
♦か 五目 增す ことになるから、 その場合には、 『白 先、 先手 四 
0 の 得』 とい ふこと も、 亦豫め 承知して おかねば ならぬ。 
第二 十八 圖の やぅな 場合に、 黑が ®® と 打つ のは、 大い 
に 味は ふべき 手順で、 『黑 先、 後手 七 目の 得』 とい ふョ セで 
ある。 其の 計算は、 假 りに、 白より 『い』 に 跳ね 繼 C もの 
とすれば、 黑地 ♦か 二目 減じて、 白地は 第五 線までに 十一 
j 目 出來 るのに、 圖の 如くな れば 、後に 黑 より 『ろ』 に附 け、 

白 『は』 に 下り、 黑 『に』 と艢ぐ 手が あつて、 これは 四 目の 

手で あるけれ ども、 後手で あるから 、白より 『ろ』 に 下ら 

れるか も 知れぬ ので、 かう いふ 處は 見合 ひと 名 づけて、 

二目の 手と 見なければ ならぬ。 

そこで、 假り (: 黑 より 『ろ』 に附 け、 白 『は j 黑 『 ^ 』 となつ 

たと すれば、 白は 二手 入る から、 十一 目の 處が四 目 (: 減 


じ、 その上 黑地が 二目 增すか ら 、僅に 二目と なる 勘定で、 
則ち 黑は 、九 目の 得を し ^ P であるが、 この 中よ り、 見 


(第一 J 十七 圖) 


合の 二目を 引かねば ならぬ から、 つまり、 黑は 『後手 七 目 
の 得 j をした こ i になる ので ある。 


第二 十九 圖は 、『黑 先、 先手 六 目の 得』 である。 ナゼな ら 
ば. 黑の 地が 三目增 して、 白の 地が 三 目 減 T* るからで あ 
る。 又 同 « の 理由で、 白ょり © の 處 {: 尖む の も、 亦 同じ 
く 先手 六 目の 得で ある。 

第三 十一! の やぅな 場 伶に、 白 •か e と 打つ のは、 『白 先、 先 
手 九 目の 得』 である。 ナゼな らば、 若し 黑の 先手で 最初 
© の處に 抑へ、 白 ㊂の處 に 跳ね、 黑 f い』 に 抑へ、 白 『ろ』 (: 
繼ぎ 、黑 $ の處に 掛繼ぐ ものと すれば、 黑の 地は 第 四 線 
までの 間 (: 十目 出來 るのに、 圖の 如く なれば、 後に 黑ょ 
り 『は』 (: 打つ ことになる ものと 見て* 僅に 一目し か 出來 
ぬからで ある。 

され ど、 黑が 先手を取 b たい 場合には、® の 手で ® の處 
に 抑へ、 白が ® に 伸びた 時 他に 轉す るので あるが、 圖の 
如く 打つ の (: 比べる と、 約 十目の 損で あると 知らねば な 
らぬ 。故に 十目 以上の 手が 他に ある 時は、 かく 打つ こと 
も 心得て お*^ べきで ある。 

しかし、 黑が© の 手で㊆ の處 (•: 抑へ、 白㊄黑 @ 白® 黑 『 ^ 』 

となる ものと すれば、 黑は圖 の 如く 打つ よ b 二目 增すけ 

れ ども、 白地 も 亦 四 目增 すので あるから、 差 引 二目の 損 

をす る 道理で、 『白 先、 先手 十一 目の 得 』 になる。 よつ て斯 

る 場合には、 大槪 ©と 打つべき ものである。 
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(第二 十九 圖) 


(第三 十圖) 
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第 三十 一 圖のや ぅな 場 八 口は、 往 々出 米る 形で あるか、 黑 
より 打つ とすれば、 圖の 如く © LJ 下るべき もので、 © @ 
と 跳ね 繼ぐ ことにな れば 、『先手 四 目の 得』 である。 

その 勘定は、 此處を 白より 打つ とすれば、 11 の處に 跳ね 
繼ぐ 手と、 ㊁の處 に 下る 手と、 二 榛のョ セ 方 ♦か あるけれ ど 
も、 © の處に 跳ね 繼 ぐのは、 ㊁の處 に 下る よりは、 五目 
の 得で ある 代りに、 後手で あるから、 僅に 二目 半の 手に 
しかつかぬ。 故に㊁ の處 に 下り、 黑に 『い』 に 受けさせて、 
先手 ?: 取る のが、 ヨ セの 本 法で ある。 さう すると、 黑地 
が 二目 減じて、 白地が 二目 增す から、 都合 四 目の 得に な 
る！： で、 いづれ よ b 打つ も、 先手で 四 目の 得を する 處で 
あるから、 時機を 見て、 手段す るの が 肝要で ある。 
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第三 十二 圖のや ぅな 場合 (: 、白が 0 と 出で'  黑 に© と受 
けさせて、 然る 後㊂と 切る のは 面白い 手で ある。 初學 0 
中は、 © の 手で 單に © の處 (: 跳ねる くら ゐの ものである 
から、黑に芄の處 (: 下られて*少しも味ひがない。圖の 
如くな つて、 白が 刼に 勝ち、 黑が 『い」. に 抱へ、 白㊂ の處 
に 劫を 取トノ 、黑 『ろ』 (: 繼ぎ 、白 ♦か ニノ ニに 劫を 繼 C こと 
(: なれば、 『白 先、 後手 十二 目の 得』 である。 ナゼ ならば、 
黑が 先手で、 ® の處に 下る ものと すれば、 白が 『は J に 抑 
へる か、 黑が 『に』 に附 ける かは、 見合 ひで あつて、 いづ 
れも 後手 四 目で あるから、 これは 二目 ふ 見なさねば なら 
ぬし、 一方には 黑地が 十一 目出來 るから、 つまり 十三 目 
と 見られる のに、 圖の 如くな れば "黑 地が 七 H 減じて 白 
地が 見合 ひの 二目と も 五目 增す ことになるからで ある。 
しかし •白が ニノ ニに 劫を 繼がす {: 他に 轉すれ ば、 つま 
り 黑 より ニノ ニに 劫を 取られ、 尋 いで 又 『ほ J (: 取られて、 
『は』 *: 繼 C こと (: なる から、 『白 先、 先手 九 F1 の 得』 とい 
ふ 勘定になる と 思は ねばならぬ。 


(第 三士 一圓) 
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_ 侵 八 刀の 勘定 _ 

第三 十三 圖は 、前圖 の 場合に、 黑が 全然 劫に 負けて、 圖 
の 如く rl に © と 打拔炉 れる ことにな れば 、黒は 後手で® 
と！ 子 5: 取らねば ならぬ から、 黑の 地は 九 目 減して、 白 
の 地は 見合 ひの 二目と も 七： in 增す ことになるから、 つま 
り、 『白 先 •先手 十六 目の 得』 とい ふ 勘定になる ので ある。 
第三 十四 [i も 亦、 第三 十二 圖の變 化で あるが、 黑の 先手 
で 錄と下るものとすれば、黑は何等の手入れを要せすに、 
第 六 線までに 十一 0 出來る上 (: 、前にも述べた通り、『 \^ 』 
に附け る 手が 殘 ってゐ て、 黑が 『い』 に附 けたと すれば、 白 
は 勢 ひ 『ろ』 (: 抑へ ては ゐられ ぬから、 結局 黑 『ろ』 (: 伸び、 
白 『は j 黑 『に』 白 r ほ』 となる ものと 見ねば ならぬ。 さすれ 
ば。黑は此處 (: 四目の得をする上に、第：一一十二圖に比べ 
ると、 一方 (: 七 @を 增 して、 更に 白地 三 目を 潰して ゐるか 
ら、 『黑 先、 後手 十四 目の 得』 であるし、 第三 十三 圖に 比べ 
ると、 『黑 先、 後手 十八 目の 得』 とい ふ 勘定になる ので あ 
る 0 

しかし、 白が® の 手で 『に』 に 抑へ たと すれば、 後手は 變 

じて 先手と なり、 第三 十二 圖 (: 比べる と、 『黑 先、 先手 七 

目の 得』 とな り、 第三 十三 圖 に比べる と 『黑 先、 先手 九 目 

の 得 I となる 勘定で ある。 
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(第 三士 二圖) 
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(第三 十四 圖} 


第三 十五 圖 は、 『黑 先、 先手 四 目 半、 後手なら ば 六 目の， $J 
である。 則ち 圖の 如き 手順で、 黑は 二目 與 へて 二目 取り、 
白地 五目を 潰した ことになるが、 その 儘 先手を取 つて 他 
に 打てば、 劫 •か 殘 つて ゐるか ら 、白ょ 9 三 ノ ー に 取 返され 
% ものと 見ねば ならぬ。 その 時黑が 四ノ ニに 劫を 繼ぎ 、白 
も© の處に 劫を 繼 C ことにな れば 、黑の 利益は 四 目で あ 
るが、 いづれ が 劫 (: 勝つ か 分ら ! a から、 四 目 半と 見ねば 
ならぬ。 しかし、 黑が 後手で 三 ノーに 繼ぐ ことにな れば、 
白地 五目を 潰した 上に、 黑地 一目を 增 すので あるから、 六 
目の 得になる 勘定で ある。 

とかくは、 劫 立ての 多少に ょつ て 計算 も 定まる ので ある 
から、 餘程 面倒で ある* か、©® などと 打缺 かすに、 最初 
眾 に © の處 »: 取り、 白が © の處に 繼いだ のに 比べる と、 黑 
•か 四 目 半で あると いふ ことは、 直ぐに 分る 道理で ある。 
第三十六圖の場合 (: 、白が 8 と跳ねる手は、『先手四目の 
得』であるが、後手を取るとすれば『七目の得』である。即 
ち黑が 先手で 0 の處に 下る ものと すれば、 黑は 手を 入れ 

すに 白の 四 子を 取る 5 •か 出來る 上に、 後 (: 黑 『い』 白 『ろ』 

となる は 必定で あるけれ ども、 白 •か ㊀と 跳ね 黑が ©と 應 

すれば、 四子シ 取る (: は尙 一手 1: 要する し、 その上 黑地 

♦か二目減じて、白地が一目增すからでぁる。然るに、黑 

が © と應 じない とすれば、 白は 後手で ある 代りに、© の 

窿分の 勘定 


處 (: 附 けて 打つ から、 つまり、 黑. か 二手 入れて 四 子を 取 
るのをも加へて、黑地が七目減 -^* る勘定になるのでぁる0 


(第三 十六 圖) 
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(第三 十八 圖) 


第三 十七 圖は、 r 白 先、 先手 六 目の 得 j である。 白が 8 と 跳 
ねた 時、 黑 @ は 止む を 得ぬ 應手で あるが、 この 時 白が ㊂ 
i 飛ぶ のが 妙手で、 黑は @ と應す るよ b 外に 道は ないか 
ら "よくよく 朱 ふべき である。 

又黑が 先手で 打つ 時は、 『い』 に繼 いで 用心す るので ある。 
さぅ すると、 『ろ』 の 跳繼ぎ は、 黑 より 打つ ものと 見ねば な 
らぬか ら 、黑 地が 四目增 して、 白地が 二目 減ずる 勘定で、 
つま b 『黑 先、 後手 六 目の 得 J になる。 

第. 一一 十八 圖は 、常 (: 出 來る 形で あるが、 黑 の © と 一子を 
打 拔 くのは、 『後手 五目 又は 後手の 先手 七 目の 得』 である。 
即ち 黑が劫 勝の 局 勢で ある 場合には、 後手 五目の 得に 過 
ぎぬ が、 若し 黑が劫 負の 局 勢で ある 時は、 後手で あるけれ 
ども、 先手に 値 ひすべき 七 目の 得で ある。 

その 計算は、 此處を 白よ い J に 打たれる と、 黑 榮 白 f ろ』 
となつた場合 {: 、黑が劫 ^ の局勢であると、取り跡を繼 
がねば ならぬ。 若し 繼 •かなければ 、白より 一子を 取 返さ 

れて、 『は j に繼 •かねば ならぬ から、 先手に 又 六 目 程の 得を 

せられる ことになる。 さて、 黑が圖 の 如く 一子を 打 拔け 

ば、 第三 線までに、 黑地が 七 目出來 るのに、 白よ b 『い』 

『ろ』 と 打たれて、 取 5 跡を 繼ぐ ことにな れば 、僅 (: 取 石の 

一目に 減じて、 六 目の 拟 をな し、 おまけに 最初 © と 一子 

を 打拔 いて おけば、 『ぽ』 の 跳ねが 先手に キクのに、 それ 


♦か キヵ ヌ こと (: なつて、 白地が 一目 增す 道理 だから、 合せて 七 目と いふ 勘定になる ので ある。 

しかし、 黑 •か 劫 勝の 局 勢で あれば、 白 『い』 黑 ©白 r ろ』 の 時、 黑は 取り 跡を 繼 •かすに、 進んで 『ほ』 に 打ち、 白が 『へ』 
に 取つ た 時 『と』 (: 下 り、 白の 二子を 取る こと 1: なる ので、 黑の 地は 六 目で あるが、 白地 ♦か 一目 增すか ら 、差 引 五目 
とい ふ 勘定になる ので ある。 

茲 1: 『後手の 先手』 とい ふのは、 少し ヲヵシ ィ語 であるが、 つま b、 自己の 打つ 場合 1: は 後手で あるが、 敵よりは 先 
手に 打たれる とい ふ 意味を、 短く 現は したので あつて、 自己よりも、 敵よりも 後手で ある 場合とは、 同日の 論では 
ない。 特に 局 勢に よつ て、 三 割 乃至 七割增 し、 若く は 倍 以上に 當る處 も あるから、 敵より 先手に 打たれる 處は 、後 
手で あつても、 大方は 打つ て 置く 方 ♦か 善い ものである。 

逐鹿於 局 上 者 當其旺 氣熟心 之 際也殆 有將戟 手相 抗張目 相 爭之思 矣然及 
終局 算子 輸贏 己 判 則不過 欣然 付 一 暌焉故 抗敵不 相 犯 爭竟不 忌澹 焉泊焉 
可以相 樂者惟 棊手爲 然矣然 其 相 抗相爭 亦 自有道 焉苟不 學其道 而欲爲 高 
材疾足 者猶訥 者 而試辯 懦夫而 試 力 不被唾 其 面 噫 希矣 (下略) 

(『圍 棊指 南』 の 序 —— 野 村 季 友) 
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侵 分の 勘定 

第三 十九 圖の やぅな 場合に、 白が G と 飛ぶ 手は、 『後手 十 
八 目の 得』 である。 その 勘定は、 後に 白より 『い』 に 尖み、 
黑が 『ろ』 に 抑へ た 時、 『は j に 跳ね 繼ぐ ことにな つて、 白 
地 五目を 增 し、 黑地 十一 目を 減す る 上に、 白より 『 12 』 の 
當てが 利いて、 黑は 『ほ』 に 繼が ねばならぬ ので， 此處に 
又 二目の 得を 生す るからで ある。 

ナゼな らば、 黑が 先手で 『へ』 に 抑へ、 白 『と』 黑 『ち』 白 『9』 
黑『ぬ』となれば、白より『に』の當てが利かす (: 、却つて黑 
より 『る』 (: 當 て、 白 f を』 (: 繼ぐ ことになるから、 第 六 線 ま 
での問 (: 、黑地が十六目出來て、白地が一目減するのに、 
白より 前述の やぅに 打たれる と、 黑地は 僅に 四 目に なつ 
て、 白地が 六目增 すからで ある。 

第 四十 圖に おいて、 白 e と 桂 ^ する の も、 『後手 十八 目の 
得 』 である。 則ち 後 (: 白より 『い』 (: 尖み、 黑 『ろ 』 白 『は』 黑 
『泛 白 r ほ』 黑 『へ t なつて、 黑が 先手で 『と』 に尖附 け、 

白？ j 黑 『り 』 の 時、 白よ bf ぬ』 に跳繼 がれる のに 比べる 

と、 黑地 十一 目を 減じて、 白地 七 目を 增す ことになる か 

ら である。 
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第 四十 一圖の やぅな 場合に、 黑 ♦か© と 尖む のは、 『先手 四 
目、 後手 八 目の 得 j である。 ナ •セなら ば、 白が © と 抑へ る 
のは 約 八 目の 手で あるが、 白ょり 打つ か、 黑ょ b 打つ か 
は 見合 ひで あるから、 八 目の 半分、 即ち 四 目と 見るべき 
ものであるからで ある。 

又 白 •か 先手で、 © の處に 尖んだ とすれば、 黑地が 三 目 減 
じて、 白地が 一目 增 T ことになるから 四 目の 得で あるが、 
黑ょ b ® と 打たれる のに 比べる と、 更に 四 目增 してゐ る 
の •たから、 合計 『八 目の 得』 である。 

又 白が® と 下る のは、 何 目に 當るか とい ふに、 黑ょ h © 
の處に 跳ねられる のに 比べる と、 白地 ♦か 四目增 して、 後 
に 白 『い』 黑 『ろ』 となる のは 必定で、 黑地 •か 一目 減す る こ 
とになる から、 『後手 五目の 得.』 の 手に つくので ある。 

第 四十 圖の やぅな 場合に、 白が B と 跳 出し、 黑 に© と 切 
ら せて ㊂と飛 ぶのは、 侵 分の 場合に おける 常用の 手筋で、 
則ち 『白 先、 後手 四 目の 得 j である。 これと同じく 最初 黑 

よ b © の處に 打つ の も •黑地 四 目を 增す 道理 だから、 『後 

手 四 目の 得』 になる。 


(第 四十 一圖) 
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三 二 


餡 四十 三圖 は、 置 基に おける 三 三 打 込みの 場合に 出 來る 
形で あるが、 黑が ©と 置く 手は、 『後手の 四 目の 得』 であ 
る。 然るに、 若し© の 手で、 單に ©の 處に 下れば、 先手 
では ある ♦か、 僅に 一目の 得 (: 過ぎぬ から、 初學 者は 心得 
て おくべき である。 

第 四十 四圖に おける 黑 ©の 跳ねは、 『先手 四 目の 得』 であ 
る。 ナゼな らば、 白ょ b @ の處 (: 眺 ねられる ものと すれ 
ば、黑地が二目減じて、白地が二目增すのに、圖の如く 
なれば、 恰も 反對 になる からで ある。 

されば、 白ょ b® の 處に 跳ねて、 黑に 『い』 受に けさせて 
手を抜き、 黑 『ろ J 白 © とな つても、 やは b 『先手 四 目の 得』 
で、 後手と すれば、 黑 『V』 の 時、 白は 『ろ』 に 打つ ことに 
なる から、 更に 四 目を 增 して、 『白 先、 後手 八 目の 得』 とい 
ふ 勘定 (: なる。 

尤も、 白が ㊁と 抑へ るのは 『後手 三 目』 の 手で あるから、 
それ以上の 處が あれば、 他に ^ する かも 知れぬ。 さうな 

れば 、黑 の © の 跳ねは、 『後手 七 目の 得』 になる と 思は ね 

ばなら ぬ。 


(第 四十 三圖) 
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第四十五圖のやぅな場合 (: 、黑か©と跳ねるのは、『後手 
五目の 得』 である。 白が ㊁の 手で @ の處に 抑へ るのは、 三 
目の 得で あるが、 後手で あるから、 圖の 如く 打つべき も 
ので、 黑❹の 出は 四 目の 手に 當 るので ある。 
第四十六圖のやぅな場合 (: 、白より打つとすれば、©と 
桂馬す るの が 手筋で、 『後手 八 目の 得』 である。 其 計算は、 
圖の 如くな れば 、白地が 第 四 線までに 五目 出來 て、 後に 
白 『い J 黑 『ろ』 となる のは 必然で あるから、 黑地は 第三 線 
と 第 四 線との 間に 二目と なる が、 さて 黑 より 打つ、 とすれ 
ば、 先づ® の處に 打たれ、 白© 黑 ©白 『は』 黑㊀ となる 處 
で、 さぅな ると、 白地は ゼロに なつて、 黑地は 五目 出來 
るので、 つま b 三 目增す ことになるからで ある 0 然る 1: 
8 の 手で® の 處に繼 げば、 黑 ©白 B 黑㈢白 『 12 』 となる か 
ら 、圖の 如く 打つ のに 比べて、 白は 一目の 損で ある 〇同 
じく 後手を 取りな •から、 無意義に 一目の 損を するとい ふ 
ことは- 大事 件で あるから、 心柃て おかねば ならぬ 0 


(第 四十 五圖) 
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第 四十 七圖 は、 『黑 先、 先手 五目の 得』 とい ふョ セで ある 0 
黑が ©と 跳ねね て、 白が © と應 じた 時® と 置く のは 善い 
手筋で、 單 に © と 跳ねつ 放しで おくょ b は、 先手 一目の 
得で ある。 

普通は、@の手で @ に打つけれども、それは、圖に比し 
て 二目の 得では あるが、 後手で あるから 打てない。 ょつ 
て、 圖の 如く 打つ のが 本手で ある。 

第 四十 八圖 は、 『黑 先、 後手 十目 得』 の « 分で ある。 その 
計算は、 後に 黑 『い』 白 『ろ』 黑 『は』 白 『 12 』 となる も CD' と 見 
ねばならぬ から、 最初 白が © の處に 抑へ るのに 比べる と、 
白地 七 0 を 削つ て、* 黑地三 目を 增 した 道理 (: なる からで 
ある 0 

然るに、 © と附け る ことを 知らす に、© の 手で 單 に © の 
處に 出れば、 白 © 黑 『ほ』 白 『は』 となつ て、 三 目 得の 上に 
半 目の 劫が 殘る から、 『三 目 半の 得』 (: しかなら ぬ。 


第 四十 九圖 は、 『黑 先、 先手 六 目の 得 ji いふ ョセ である。 
圖の 如き 場合には、 小 桂馬 も大 桂馬 も 損で あるから、 〇 
と 尖む の •か 本手で ある。 即ち 黑が ©と 尖めば、 白は © と 
受ける よ 5 手がない ので 當然圖 の 如くなる ので ある。 
第五 十圖 は、 『白 先、 先手 五目の 得』 とい ふョ セで、 ㊀と 
置く の •か 手筋で ある。 初學の 中は、 G の 手で 單に㊂ の處 
に 跳ねる から、 黑 に® の處に 伸びられて、 黑は 後に 一手 
加 へれば よい 譯で •即ち 六 目の 地 ♦か 出來る けれども、 圖 
の 如く 最初 G と 置けば、 黑は ©と應 する よ b 手がない か 
ら '後に 二手 加へ ねばならぬ ことにな つて、 五目し か 出 
來な い。 して 見る と、 單に G の 手で ㊂の處 に 跳ねる のに 
比べる と、 一目の 得で ある。 僅に 一目の 得では あるが、 
先手に 儲かる の だから、 大た ものと いはねば ならぬ。 
この 計算は、 黑 ょり㊂ の處に 下られる ものと すれば、 後 
に黑 『い』 白 『ろ』 となつ て、 圖に 比すれば 黑地 •か 四 目增し 
て、 白地 ^ > 一目 減す る ことになるからで ある。 


(第 四十 九圖) 
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(第五 十圖) 


隱 分の 勘定 


三 五 


侵 ハ 刀の 勘定 _ _ 

第五 十一 阈の やうな 場合に、 黑 •か© と 尖む のは、 白が © と 
抑へ たものと すれば、 圖の 如く £ までの 結果、 『先手 八 目 
の 得』 である。 尤も、 白が ㊁と 抑へ る 手は 後手で あるか 
ら 、烏^: 1 (: ょつ ては 手を 拔 くこと も ある。 さう すると、 黑 
SI の 尖み は 後手になる が、 『い』 に大 桂馬 ♦か 利く » で、 更に 
敵地 ？: 五目 削る ことにな るから、 つま^'、 『後手 十三 目の 
得 j になる ので ある。 

しかし、© の 尖み が、 何故 (: 『先手 八 目の 得』 {: なる かは、 
次圖で なければ、 精し く說 明す る ことは 出來 ぬ。 

さて 第五 十一 圖のや うに、 黑が© と 尖ます に、 第五 十二 圖 
の やうに 白ょ bcD と附 け、 黑 © 白㊂黑 ©となれば 、前 II 
に比べて 白地が 四目增 して、 黑地が 四！ m 減 t るから、 や 
はり 『白 先、 先手 八 目の 得』 である。 前 _ の 計算 も、 つま 
b 、 かう ^ る もの^ j しての 勘定で ある。 

しかし、 黑が ©と 下る のは 後手で あるから、 手を 拔くか 
も 知れぬ。 さう すると、 白 G の附け は 後手になる が、 後 

に 白より 『ぃ』に 附 ける ことにな れば ，黑 は ® と 下る のは 

損で あるから、 『ろ』 に繼ぎ 、白が® の 處に渡 る ことにな 

るので、 黑の 地を 約 六：！！： 削る ことになる。 されば、 白 G 

の附 けは、 『後手 十四 目 程』 になる 道理で ある。 


三丄ハ 


(第五 十一 圖) 
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(第五 十二 圖) 


第五 十三 圖は 、即ち 前 圖の 場合に、 黑が © の 手を 省いた 
時 •白より G V 附けた 形で あるが、 黑 © 白㊂ となつ た 
時 •黑が © と 抑へ たものと すれば、 黑は 『先手 六 目の 得』 
をした ことになるので、 つまり 前 ® における 白 e の附け 
は、 『程』 とい ふ瞹眛 の 字 •か 取れて、 『後手 十四 目の 得』 とい 
ふ fi 定が 生れて 來る こと (: なる。 しかし、 黑 が © と 抑へ 
るのは 後手で あるから、 黑は又 手を 拔くか も 知れぬ。 さ 
ぅなれば、 計算が 頗る 複雑して 來る •か、 次圖 を 見れば、 
よく 分る であらぅ。 


ぅち*  v ✓-ら 

し /> ^0^^ろ^0の 
さされい しも 
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こを やまた なん 

. (三 好秀 興) 


(第五 十三 圖) 
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蔭 分の 勘定  三 七 


侵 分の 勘定  三 八 


第五 十四 圖は 、前圖 において、 黑 •か © と 抑へ す (: 他 (: 轉 
じた 場合で ある ♦か、 白が 圖の 如く 8 と 出る のは、 『先手 二 
目の 得』 である。 しかし、 黑が @ と 抑へ た 時、 白 ♦か ㊂と曲 
るのは 何 目につく かとい ふと、 つま り、 白 『い』 黑 『ろ』 白 
『は』 黑 『に』 となる のは 必定で、 然ると きは、 白地' が 五目 
增 して、 黑地が 二目 減す るから、 『後手 七 目の 得』 に當る 
ので ある。 これと同じく、 黑よ り㊂ の處に 跳ぬ るの も、 
亦 『後手 七 目の 得』 (: 當る 勘定で あるが、 斯る處 は、 いづ 
れも 後手で あるから 、白より ㊂と 下る か、 黑 より ㊂の處 
に 跳ねる 手順と なる かは、 もとよ b 不明で あつて 見れば、 
この 七 目は、 双方の 見合 ひとすべき もので" 則ち n 二 目 半』 
と 勘定す るより 外は ない。 夫れ 斯の 如く、 侵 分と いふ も 
のは 頗る 複雑した もので、 先手 後手の 關係 上、 それから 
それと、 勘定が 違つ て來 るので あるから、 古來の 著書に 
も、 『何 目 得』 と 記した のよりも、 『凡そ 何 目 程 得』 とい ふの 
が 多い。 その 『程』 とい ふのを 分解す ると、 つま り、 第五 

十一 圖 乃至 第五 十四 圖の說 明の やぅになる ので、 ここが 

頗る ムヅカ シィ ところで あると 同時に、 また 頗る 面白味 

の あると ころで、 一局の 勝敗が、 侵 分の 如何によ つて 分 

れ るの も、 亦 この 複雜 なと ころに あるので ある。 


(第五 十四 圖) 
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第五 十五 圖の やうな 場合に、 黑 ♦か© と 割込む のは、 いは 
ゆる 手筋で、 普通は© の 手で ®) に 跳 繼ぐ處 だ •か、 さう す 
ると、 白に© の處に 繼 ♦かれる から、 先手 一目の 得に しか 
ならかぬ 。然るに、 圖の 如く なれば、 更に 白地 一目を 削 
る譯だ から、 つまり、 『黑 先、 先手 二目の 得』 になる。 
しかし、 黑が © の處 に跳繼 ぎを 打つ た 時、 白 •か 若し 手を 
拔けば 、次圖 の やうに 大 得の 手 ♦か 殘 つて ゐる から、 基に 
ょり 相手の 技倆に ょつ ては、 わざと 一目 損を して 打つ や 
う ^ こと も あらう が、 現在 損 5: する 道理で 3) るから、 ^ 
づは圖 の 如く 打つべき ものである。 

第五 十六 圖は 、前圖 の 場合に、 黑 •か® の 手で ® の 處に跳 
繼ぎを 打つ た 時、 白 t}> 手を抜いた 形で ある •か、 斯る 場合 
には、 圖の 如く® と 割込む の ♦か 尙 善い 手筋で、 圖の 如く 
g までの 結果と なる のは 必然で あるから、 黑は 、先手な 
らば 『三 目の 得』 であるし、 後手なら ば、® の 手で 『い』 に 
白の 三 子を 取る から、 更に 六目堺 して 『黑 先、 後手 九 目 
の 得.』 になる。 

けれども、初學の中は、 9 の手で©に置くから、白 (: @ 

の 處に繼 •かれ、 黑 fC に 切り、 白® に 抑へ、 黑 『ろ』 に 一子 

を 取 り、 白 『は』 に 當 て、 黑三 子を 繼ぐ ことになるので、 

僅に 『後手 五目の 得』 にし かならぬ。 


(第五 十五 圖) 
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第五 十六 圖) 


箧分の 勘定 


三 九 


侵 分の 勘定  四〇 


第五 十七 0 は、 『黑 先‘ 先手 五目の 得』 とい ふョ セで" 黑 
が ® と 跳ね、 白 ♦か ㊁と應 じた 時、 黑が © と 切る のが 善い 手 
順で、 白は @ と 打つ ょり 仕方がない 。若し® の 手で 『い』 
に 打てば、 黑 ょり ® の 處に附 ける 手 •か ある。 しかし、 © 
の 手で® の處に 切つ たでは、 何の 役に も 立た ! Q し、 又 © の 
手で © の處に 伸び、 然る 後 © の處 (: 切 つても" 同じく 何 
の 役 (: も 立たぬ から、 その 手順を 味は ねばならぬ。 

又 白が 先手で 打つ とすれば、 先づ 『ろ』 に 出で、 黑 f は』 の 
時，' S 0 處に 用心す る ことにな つて、 白 © 黑 ©と 下 b 下り 
と 見ねば ならぬ から、 『白 先、 後手 五目の 得』 である。 

第五 十八 圖に おける 白 e の附 けは、 『白 先、 後手 十五 目 半 j 
の 得で ある。 その 計算は 頗るむ づか しい •か、 つまり、 黑が 
手先で 第 六十 Ka の やぅに 打つ とすれば、 本圖に おいて、 
白が 『 V 』 に 一手 加へ る ものと しても、 白地が 六 目增 して、 
黑地が 九 目 減じ、 其の上 半 目の 劫が 殘るか ら 、かぅ いふ 
計算になる ので ある。 

しかし、 『い J i: 一手 加へ る 手は、 五目 半に 過ぎない から、 

手を 拔く とすれば、 その 半分 則ち 二目 七 分 五 厘に しかつ 

かない。 よつ て、 このま、 手を 拔 いて 他に 打つ とすれば、 

' R ㊂ ® の 三 子を 取られて、 一方に 二手 入る から、 『白 先、 

先手 十二 目 七 分 五 厘』 とい ふ 侵 分になる。 


(第五 十七 圖) 
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(第五 十八 圖) 


第五 十九 _は 、前圖 の 場合に、 白が 手を 拔ぃた 形で ある 
•か、 その 時 黑 ょり 打つ とすれば、 先づ ©と 打ち、 白 © の 
時© と 抑へ な の ♦か 手筋で ある。 白が 若し © の 手で © の處 
に 切れば、 黑ょ b© と 切られて、 白 ㊅の時 『い』 (: 下る 手 
が あるから、 白は 切る ことが 出 珐 ぬので、 圖の 如くな， 〇、 
つまり、 隅の 三 子を 取られて 一目 取 返し、 半 目の 劫が 殘 
るから" r 黑 先、 後手 五目 半』 とい ふ 計算になる。 

第 六十 圖は 、第五 十八 圖の 場合に、 黑 ょり 打つ たので あ 
る ♦か" この場合 でも、 黑の® ©は 手筋で あるから" 白は 
やは b 前 圖の やぅに、 © と掛繼 ぐが 宜しい。 若し © の 手 
で ㊅に繼 げば、 黑ょ 5 © の處に 置かれて 、先手に 締めを 
きかされる ことになる。 

さて 白が © と 詰めた ところで、 黑が 手を 拔く とすれば、 白 
ょり⑭ の處に 打たれて、 『い』 の 切れを 豫防 せねば ならぬ 
から、 第五 十八 圖に 比べる と、 黑地 ♦か 六 目增 して、 白地* か 
三 目 減す る 勘定で、 つまり、 『黑 先、 先手 九 目の 得』 である。 
しかし、 岡の 如く 黑が @ と 打つ手は、 『後手 六 目の 得』 で 

あるから、 後手と すれば、 『黑 先、 後手 十 因 目の 得 j である 0 

さうながら、 この © の 處は 、黑 より 打つ のは 後手 六 目で 

あるが、 白より 打たれる と、 先手に 六 目の 得を せられる 

處だ から、 頗る 大きい といは ねばならぬ。 


(第五 十九 圖) 
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(第 六十 圖) 
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(第 六十 一圖) 


(第 六十 二圖) 


倥 分の 勘 a- 

第 六十 一圖 における 白 e の繼ぎ は、 後手では あるが、 『十 
三 目强の 得』 である。 なせなら ば、 黑よ hcl 3 .と 切 取る のは 
十 n の 手で あるのに、 4  く 0 と繼 いで おけば、 白より 『い J 
に 附 ける 手が A H であつ て、 黑よ br ろ』 に 跳ねる 手 も 八 
HZ であるので、 これは 双方の 見合と して、 四 目と 見ねば 
ならぬ からで ある。 

給 六十 二 圖は 、『黑 先、 先手 八 目 半の 得』 とい ふョ セで あ 
る。 その 勘定は、 白より 『い』 (: 跳ね、 黑 ろ』 に 受け、 後に 
黑 より 『は』 に 抑へ、 白が © の處 に繼ぐ ものと 見 Irt ば、 第 九 
線までの 間に 十四 目 出來 るのに、 圖の 如く 黑 より © と 打 
たれて、© までの 結果と なれば、 僅に 四 目より 出來な い 0 
それに、 黑 より 『に』 に 出で、 白 『ほ』 の 時 r い』 につげば、 
『後手 十二 目の 得』 になる が、 後手で あるから 打たぬ かも 
知れぬ。 若し 白より 次圖の 如き 手順で 『 12 』 に 抑 へられる 
と、 白に 『後手 七！；：： の 得』 ?: せられて、 黑は 五目に 減じて 
しま ふが、 この 七 HE の 手は、 いづれ より 打つ か 見合 ひで 

あるから" 折半して 三 目 半と 見ねば ならぬ。 これ 『八 目 半』 

とい ふ 勘定の 生れる 所以で ある。 
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(第 六十 三圖) 


(第 六 i- 四圖) 


第 六十 三圖 は、 前圖の 計算 k 明かに する ためで、 前！： 白 
« の 時、 黑 •か 手 V- 拔 いて、 白より 打つ とすれ •は、 先づ圖 
の 如く S と 切 b 、 次 (: ㊂と 打ち かいて ^ と 抑へ るの が 善 
い 手順で、 この ® と 抑へ る 手は、 一目 取つ た 上に、 又 二 
目 取り、 一目 取 返されて 一目 出來る 上に、 黑に 一手 入れ 
させる から、 『五目の 得 j をす る譯 であるが、 若 f 黑より 
® の 處に 出られる と、 一目 も 二目 も 取れない 上に、 更に 二 
目 減す る こと (: なる から、 つま b 圖の 如く 打つ のは、 『白 
先、 後手 七 目の 得 j とい ふ 勘定になる ので ある。 

第 六十 四圖の やうな 場合に、 黑が⑩ と 尖む のは、 いは ゆ 
る 手筋と いふ もので、 『先手 二目の 得 j である。 又 白より 
打つ としても、 やは b© の處に 打つ の •か 手筋で、 その 時 
黑' か、 一子を 打拔く かどう かは 分ら ! Q が、 一 子を 打拔く 
手は、 『後手 八 目 J の 手で あるから、 大方は 打拔 くものと 見 
る ことが 出る。 さう すると、 後に 黑 より © に 出で、 白㊃ 
となる のは 必定で あるから、 それを も 見た 計算で ある。 
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第 六十 五圖 P やぅな 場合に、 e と it いて a と 跳ねる のは 
『面白い』 ョセで 、單 l: e の 手で㊂ と 跳ねて、 黑 (: 『い』 (: 繼 
がせる ょりは、 『二目の 得』 である。 則ち、 後に 白 ♦か 『ろ』 
に繼ぐ ことにな れば 、黑は つまり、 二手 入れねば ならぬ 
からで ある。 

第 六十 六圖の やぅな 場合に、 白が e と 置く のは 面白い 手 
筋で、 黑 は® と應す るょり 外は ない。 若し 黑 ♦か© の 手で 
㊂に 打てば、 白に® の處に 打たれて、 ダメづ まりで 取ら 
れて しま ふ。 そこで、 黑 よ、 〇 打つ とすれば- 『い』 に跳繼 
ぎを 打つ て、 『ろ』 に 用心す る ことになるから* つま b 白 
地が 二目 減じて、 黑地 •か 六 目增す 道理になる。 よつ て、 
『後手 八 目の 得 J とい ふ 勘定になる ので ある。 


(第 六十 五圖) 
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(第 六十 八圖) 


圖の 如くな れば 、白ょり rv』 の 抑へ を 利かされた 上 黑 
地が 五目ょり 出來な いで、 白地 •か 隅 (: 三 目出來 るから、 
つまり、 『白 先、 後手 十三 目の 得 』 とい ふ 勘定になる • 

(第 六十 七圖) 

I  i  In  In 


丁 6 + @ 0參®  丄 I 

@•©—03 

い㊂ •〇 〇〇〇 
ろ〇〇 - 


f 


第 六十 七圖の やうな 場合に、 白が 0 と附 ける 手は、 何 目 
の得になる炉といふに、その勘定は一寸むづ炉しいが、 
假 りに、 黑が 先手と すれば、® の處 (: 繼ぎ 、後 (: 白 •か 『い』 
と 尖ん •た 時 $ の處 (: 抑へ、 後 (: 黑 より & の處に 當 て、 白 
♦か 『ろ』 に繼 ぐ こと (: なる のは 必定で、 さうな れば 、第五 
線までの 間に、 黑地 ♦か 十一 目出來 る。 然るに、 圖の 如く 
V れば 、白地 •か 一目 增 して、 黑地が 九 目 半減 じて ゐるか 
ら 、差 向き、 『白 先、 後手 十目 半の 得 J とい ふこと (: なる。 
しかし、 後に 白より 『は j に附 け、 黑が 『に』に 一子を 取つ 
た 時、 『ほ』 に 引く ことにな れば 、更に 五目 增す ことにな 
るし、 又黑 より 『ほ 』 (: 尖む こと (: なれば、 黑地が 一目 增 
して、 白地 •か 四 目 減す るので、 いづれ も 五目の 手で あつ 
て、 どちらより 打つ になる か 分らぬ から、 これを 折半 
して 二目 半は、 白の 權利が あると ねばならぬ。 ゆ ^ に、 
先きの十目半 (: 、この見合ひの二目半を加へて、『白先、 
後手 十三 目の 得』 とい ふの が、 この 侵 分の 總 勘定になる。 
第 六十 八 圖のや うな 場合に、 大方は 0 の 手で® と 跳ねる 

けれども、 それでは、 白 (: 何の 利益 もない。 然るに、 0〕 

と夾む の ♦か 面白い 手筋で、 圖の 如き 手順 {: より、 白は 隅 

に 活 きて 三 目の 地が出 來る 。そこで、 普通 白よ b 『い』 に 

抑 へられる と、 黑は e と 手を 入れねば ならぬ から、 白地 

が 一目 增 して、 黑地が 第五 線までに 十六 目出來 るのに、 

_ I _ _ 

寖 分の 勘定 


侵 分の 勘定 

第 六十 九圖の やぅな 場合は •互 先の棊 によく 出 來る 形で 
あるが、 黑 より © と 曲る 手 も、 白より® の處に 抑へ る 手 
も、 昔から 十二 目 程 得の 侵 分と なつて ゐる 。けれども、 
この 一手は、 黑白 共 (: 重大の 手で、 局面の 形勢に よつ て 
は、 局部の 死活 (: も關 する ことになるから、 ナカ ナカ 十 
二目 どころではない。 して 見る と、 かぅ いふ 處は 、侵 分 
として 損得を 勘定す る ことは、 頗る 難事で あつて、 無理 
かと も 思 はれる。 よつ て、 旣に黑 より® と 曲つ て ある も 
のとして、『い』に一子を切取るのは何目になるか、又白 
♦か 『い』 (: 繼 ぐのは 何 目 (: 當るか を 論す る 方 •か、 至當で あ 
ると 思 はれる。 

そこで、 第 七十 圖の 場合に、 圖の 如く 黑が 一子を 切 取る 
のは、 果して 何 目の 得で あるかと いふに •假 りに、 白が 
©の處 に 繼 いだ ものと すれば、 第 七 線までの 間に 六 目 半 
出來る 上に、 白より 『い』 に 跳ねる 手 も、 黑よ 0 3 の處 {: 
跳ねる 手 も、 共 (: 三 目で あるから、 これを 折半して 一目 

半と 見なければ ならぬ から、 つまり 白が® の處 {: 繼ぐ手 

は、 八 目の 手 (: 當 るので ある。 

然る |: 、黑*か圖の如く|子を切取ることになれば、先き 

の 見合 ひの 一目 半を 除いて、 正味 黑の 地が 三 目增 して、 

後に 黑 『ろ』 白 3』 黑 『に』 白 3  j 黑 『へ』 白 『と』 となる は必 

定でぁるから、則ち白地が六目半減するし、見铨ひの一 


四 六 


目 半 も 加は る 道理 だから、 つま b 『黑先 •後手 十一 目の 
得 J とい ふ 勘定 (: なる ので ある。 


(第七十圖) 


第 七十 一圖の 場合に、 一 見 すれば、 黑には 格別 手 •かない や 
ぅで ある ♦か、 © と 跳ね 又® と 跳ねる のが 面白い 手筋で、 
黑に斯 く 打たれた 以上は、 白は 圖の 如く 二子 k 棄 てて、 
活きを 求める よ b 外に 手は ない ので、 白は 九 裸 も 同樣、 
僅に 一目の 地に なつて 仕舞 ふ。 

然るに、 白が 先手で® の處に 打てば、 後に 『い 』に 下る 手 
•か、 左方を 黑 地と 見れば 先手で ある炉 ら 、『後手 十目の 得』 
になる し、 これに 反して、 左方を 黑 地と 見る ことが 出來 
ぬ 場合には、 『い』 の 下りは 利かない から* この 『い Ji 下 
る 三 目の 手は、 後手と なる か 先手と なる か 分らない。 よ 
つて、 先づ 二目 强と 見て 計算す ると、 『白 先、 後手 九目强 
の 得 j とい ふこと になる。 

されば、 隨 つて 圖の 如く 黑 より、 打つ ことにな れば 、『黑 
先、 先手 八 目强の 得』 とい ふ 勘定になる ので ある。 

第 七十 二圖の やぅな 場合に、 黑が© と 置いて、 @ と 跳ね 
るのは、 面白い 手段で ある。 ナゼな らば、 ® の 手で 單に 

©と 跳ねる 時は、 白® 黑 @ となつ て、 白が 手を 拔 いたと 

ころで、 黑に 手段は ない* か、 最初® と 置けば、 白は ㊁と 

應 じねば ならぬ からで ある。： U からこの 侵 分は、 『黑 、先 

先手 三 目の 得 J, である。 
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第 七十 三圖の やうな 場合に、 黑が ©と 跳ね、 @ と當 てる 
のは 面白い 手筋で、 黑 ©の 時、 白が 若し 穴と 手を 入れな 
ければ、 黑 ょり 『い J に繼か れる 筋が あつて、 唯 死ぬ こと 
になる か、 活き ると しても 劫で なければ 活 きられぬ こと 
になる。 されば 白が® の 手で 『ろ』 に 尖む のは-十一 目の 
得で ある •か、 それ ♦か 出來ぬ ことにな つて、 つ As り、 圖の 
如く © までの 結果と なる は 必定で ある。 

ゆ袅 にこの 侵 分は、 『黑 先、 先手 十一 目の 得』 とい ふ 勘 / E に 
なる。 然るに、 初學 者は® の 手で © の 處に繼 いで 仕舞 ふ 
から、 一方に 發展 する 力 ♦か 減少して 來る 。僅かの 違 ひの 
やうでは あるが、 大に 心得て おくべき ことで ある。 

ょのうき や 

こ b はて 1: けん 
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第七十四圖のやぅな場合に、白が 0 と打つのはいはゆる 
手筋で、 黑は圖 の 如く® と應す るょ h 外に 手がない。 若 
し © の 手で 『い』 に 跳ねれば、 白は 『ろ』 に 抑へ、 黑が㊂ の 
處に繼 げば、、 『は』 に 切り、 黑 『 ^ 』に 繼げば 『ほ』 に打虧 き、 
黑 r へ j に 取れば 『と 一に 當て 、黑 r ほ』 U 繼けば © の 處に切 
るから、 黑は 全滅して 仕舞 ふので ある。 又黑が © の 手で 
㊂の處 .に 下れば、 白は やはり 前述 『 li i t€ 』 ぼ』 へ』 と』 の 手 
順を 追ぅて、 0 に 切る から、 同じ 結果に 陷 つて 仕舞 ふ。. さ 
て圖の 如く、 白 ♦か ㊂と 渡る ことにな れば 、黑が 先手で 『 5 J 
に 跳ね、 白 『り』 黑㊂白 『ぬ』 となる のに 比べる と、 『は』 の 線 
まで 十一 目 出 來 るのに、 僅に 一目し か 出來ぬ 上に， 白地が 
二目 增す ことになるから、 つま bT 白 先、 後手の 先手 十 
二目の 得』 とい ふ 勘定になる。 されば、 黑が 先手で 『ち』 
に 跳 繼 ぐの も、 同じく 『十二 目の 得』 であるが、 黑の 『ち』 
に 跳 繼 ぐのは 全然 先手で あるから、 同一に 見る 譯には ゆ 
炉ぬ 。して 見る と" かぅ いふ 處は 、たと ひ 後手で あつて 
も、 白が 先手を 持つ てゐる 時は、 圖の 如く ョセ るの * > ょ 

ろしい 0 


(第 七十 四圖) 


蔭 分 


勘 {が 


碑 


鑤❿镰 白 拳© 

-〇〇 〇〇❿ ⑩㊣古 

?8fi 


る こ 
所れ 
以則 
で ち 

あ  、 

る M 

0  7?5> 

先 


分 

の 

勘 

定 


B 


後手の 先手 四 目の 得』 とい ふ 勘定に な 


一 

> 


争 


t 


〇 


命 


籲〇 

鑤〇丄 

〇 〇钃〇 I 

.〇丄 -❿〇 + 丄 

〇 

〇 


# 〇 

@ 〇 © — 

_o e- — 

，©雲.— i 


of 

•〇 〇⑩- 


(第 七十 六圖) 


第 七十 五圖は 、 7;v に 打 出す 形で あるが、 黑 よりと！® と 跳 
ねられた 時、 白は 『い』 に 抑へ るのを 普通と する けれども、 
それよりは、 圖の 如く㈡ と 切つ て、® ㈣ © C の 手順 (: 運 
ぶ 方が、 ョセの 妙味が あるので、 ㊁の 手で 單に 『い』 に 抑 
へる のに 比べる と、 『一目 二分 五 厘の 得』 である。 

その 計算は、 白が © の 手で 『い』 (: 抑 ふれば、 黑地が 第三 
線までに九目出來るの (: 、圆の如くなれば、『ろ』に一手 
入る から、 fe の 取 石まで 加へ て も、 八 目し か 出來な い 上 
に、 後に 白より 『い』に 抑 ふる 半 劫の 見合が 殘 るので、 こ 
一れ を 折半して、 都合 一目 二分 五 厘と いふ 勘定になる ので 
I ある。 これ 則ち、 ㊁と 切り 5: 入れた 効能で、 僅に 一目餘 
一で ある ♦か、 碁に よつ ては、 勝敗に 關 する こと も あるから、 
心得て おかねば ならぬ。 

第 七十 六圖の やうな 場合に、 黑が a © と跳繼 ぐのは、 『後 
手の 先手 四 目の 得』 である。 その 計算は 能 程む づか しい 處 
だから， おひ おひに 次圖に おいて 說明 する が、 先づ 後に 

黑よ 次圖の やうに 打つ とすれば、 現に 六 目の 得で ある 

けれども、 後手で あるから、 打つ か 打たぬ か 分らぬ ので、 

これ ii 見合と して 三 目と 計算す る。 ところが、 次次 圖の 

やう (: 、白より ョ セら れる ものと すれば" 現に 白地が 見 

合ひの三：1增す代り (: 、白は他方から跳繼ぎのョセを打 

つ ことが 出 來な くなる ので、 黑地は 一目し か 減じない。 
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ノれば 、白が 6 と 下 5写萁 と 跳ね 繼 ぐのは、 現に增 す 如 
I と、 見へ n ひの 九： HI 强を 折半した 四：：：！ 半强 とを 合せ. 

第 七十 七圖) 


(第 七十 八 圖) 

つま b 『考手 八 目 半 强』 とい ふ 勘定になる。 


第 七十 七圖は 、前圖 の 場合 (: 白が を 拔い て、 黑 より 打つ た 
場合で あるが、 これは、 『黑 先、 後手 六 目の 得』 である。 普 
通は© の 手で® の處に 跳ねる けれども、 それでは、 『先手 
三 目の 得』 に - L かならぬ。 しかし、 後手ながら も 六 目の 得 
になる 手が ぁつて 見れば、 時機を 見て 圖の 如く 打つ の •か、 
侵 分の 本 法で ある。 白が ㊁の 手で 若し @ の處に 下れば、 
黑は㊁ の 處に切 つて、 六 子を 獲る ことになるので ある。 
又 白より © の處に 下る 手 も、 『 V J に 跳 繼ぐ手 も、 同じく 
『後手 六 目の 得』 である ことは、 別に 說明 する 程の こと も 
あるまい。 

第七十八圖は、前前圖即ち第七十六圖の場合に、白より 
ョ セた ^ を 示し ^ ので あるが、* m が 先手で ョ セる ものと 
すれば、 圖の 如く  C0 と 下るべき もので、 © と跳繼 ぐのは 
後手で ぁる。 さて 圖の 如くな れば 、黑 より 第 七十 六圖及 
び 第 七 - r 七 圖の やぅに ョセ られ るのに 比べる と、 白地が 
六 目增 して、 黑地が 一目 減じて ゐる から、 つま b、『 白 先、 

先手 七 目の 得』 でぁるが、 第 七十 七圖は 後手 六 目で ぁるか 

ら 、其の 見合 ひの 三 目を 引いて、 『白 先、 先手 四 目 得 J とな 

るので ある。 しかし、 白が 『い』 (: 切る のは、 後手 九目强 

の 手で あるから、 黑が 果して © と繼ぐ かどぅ かは 分 t な 

い。 則ち 黑 としては、 他に 五目 以上の 手 ♦か 二 個處以 上 ぁ 

れば 、無論 手を 拔く 方が 宜しい。 さて 黑が 手を 拔い たと 


倥 分の 勘定 

第 七十 九圖 は、 前圖の 計算を 明かに する ため (: 出した の 
であるが、白が 0 と切つた時は、黑は©と圖の如く應す 
るの が 本 法で ある。 ナゼな らば、 © の 手で 『い』 (: 抑へ る 
と黑は 後手と なる からで ある。 その 時 白は、 ㊂と附 ける 
の ♦かいは ゆる 手筋で、 單に 『ろ』 r 取る のは 損で ある。 黑 
に © と 受けられ ると、 白は どうせ 後手で あるから、 少しで 
も 得の 方が 善い譯 である。 しかし、 黑が® の 手で 『い』 (: 
打ち、 白が 『ろ』 に 一子 V」 取り、 黑が 『は』 に 抑へ る ものと 
すれば、 白は 劫を 殘 して、 他に 轉す るか も 知れぬ。 w) ^ 
に、 黑が ©の 手で 『V』 に當 て、 白が 『ろ』 に 一子を 取つ た 
としても、 黑が直 に 『は』 に 抑へ るか どうかは 分らぬ 次第 
で、 大方は 黑 ♦か 他に 轉 じて、 白ょり 『は J に 出る ことにな 
る ものと 見ねば ならぬ。 白が 『は』 に 出る ことにな れば、 
ft © の 切りは、 『後手 十目 J の 上になる が、 どちらょり 打つ 
やうになる か、 そこが 分らぬ から、 『白 先、 後手 九 目强の 
得』 とした 譯で 、つまり 基と いふ ものは、 先手 後手の 爭ひ 

で、 侵 分の 場 台 とても 同じ 道理で あつて 見れば、 先手な 

らば、 一目の 得で も、 半 目の 得で も 善い 譯 であるから、 

倥 分の 本領は、 後手の 場合を 硏究 する にある とい つても 

差 支へ がない くら ゐで ある。 


五 


(第 七十 九圖) 


第 八十 _は 、置 基 (: おける 三 三の 打 込みに 出る 形で ある 
が、 白の S と 桂 Ms する 手は、 『先手 六 目の 得』 である。 ナゼ 
ならば、 黑 より 『い J (: 抑 へられ、 白が 『ろ J と 受ける こと 
になれば 、第 四十 三 圖のョ セが あつて、 黑地が 四 目增し 
て、 白地が 四 n r> する が、 この 白地の 減す るのは、 見合 ひ 
とすべき ものであるから、 これを 二目と 見た 勘定で ある 0 
然る (: 、 初 學者は " 8 の 手で 單 (: 『は』 に 打つ から、 圖 (: 
比すれば 四 目 損を する こと (: なる。 則ち 白 『い』 黑 r は』 と 
C れば 、後に 黑 より © と 跳ねられ、 白 『ろ』 となつ た 時、 黑 
より iwj と 置かれる と、 第 四十 三圖の 計算 (: より、 白地 
が 四 目 減す る ことになるが、 黑の 後手で あるから、 つま 
b 四 目の 手が 黑に殘 つて ゐ ると 見て、 これを 折半して 二 
目減するものと見る。これに、黑地の增す二目を加算す 
るから、 合計 四 目の 違 ひが 出て 來 るので ある。 常に 打 出 
す 形 fr けれども、 心得て おかぬ と 打てない から、 よくよ 
く覺 えて おくが よい。 


(第 人 十圖) 
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第 八十  一 ® は 前 圖の變 化で、 黑ょ b© と 抑へ た 場合で あ 
るが、 その 時 白は、 『い』 (: 褂繼 ぐの が 本 法で ある。 さぅ す 
ると、 黑 の！！ と 抑へ る 手は、 第 四十 三圖の 計算に ょつ て" 
『先手六目の得』に當乙から、白は多少の得をするために、 
圖 の 如く e と繼ぐ ことがある。 けれども、 一方が 圖のや 
ぅな 形に なつて ゐると 、©の 下りが 利く ことになるから、 
大方 惡 いものと 知らねば ならぬ。 ナゼな らば、 白が 隅に 
手を抜いて* 圖の 如く ^ と 打てば、 © ， 八 ® の 手順 (: ょつ 
て、 隅が 劫になる からで ある。 

第 八十 二 圖も亦 前 圖の變 化で、 やは b 三 三 打 込みの 場合 
に 出來る 定石の 一つで あるが、 白の G と 下る 手は、 『後手 
の 先手 十一 目の 得』 である。 ナゼな らば、 後に 『い』 の大桂 
馬が 利いて、 これ ♦か 先手 七 目の 得で ある 上に、 黑 より ㊀ 
と 跳ねられ、 白 『ろ』 黑 『は』 白 『ぱ』 になる のに 比べる と、 
白 也が 四 目 增す炉 ら である。 


(第 八十 一 
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第 八十 三 圖も亦 前 圖の變 化で、 黑 より®® と 跳ね 繼ぃだ 
時、 白 ♦か ㈣の 手で 『V』 に 打てば、 『黑 先、 先手 十一 目の 得 J 
である ことは、 前圖の 計算で 明かで あるが、 白は 場合 (: 
より、 隅を 犧牲 (: 供して、 一方 (: 得を する ことがある。 
而 して 一方に-おける 白の 利益は 多數 であつ て、 勘定 も 出 
來ぬ 程で あるから、 黑が © © と跳繼 ぐのは、 よくよく 時 
機を 見計らつ て 打つ のが 肝要で ある。 だから、 黑は 場合に 
よ b、 先づ海 と 泳いで 白に 受けさせて おいて、 然る 後に 
路 繼ぎを 打つ こと も ある。 

さて 圖の 如くな れば 、後に 黑 『ろ』 白 『は』 黑 『は j 白 『ほ』 黑 
『へ』 白 『い』 黑 『と J となつ て、 後手な ♦から、 この 隅を 『持』 
とする ことが 出來 るし、 若し 又 白が 間違つ て、 黑 『は』 の 
時 『へ』 に 打ては、 黑は 『と』 に 抑へ て 劫になる か、 『先手 
持 J にす る こと •か 出來 るから、 いづれ にせよ、®® の跳繼 
ぎは、 時機を 見て 打ち さへ すれば、 ® に 十一 目の 得との 
み 限らない 譯で 、他の 形勢に 關係の ある 處 fr から、 その 
時機を 見 計 ふの •か 肝要で ある。 


(第 八十 三圖) 
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第 八十 四 圖のゃ ぅな 場合に、 白 •か R と附 ける のは 手筋で、 
侵 分の 本 法で ある。 

ところが、 最初 白が 手 ^ 拔ぃた とすれば、 黑ょ b 先手に 
© の 處に尖 まれる 筋 •かあつて.、 次圖の やぅになる とすれ 
ば、 第 四 線までに 黑地が 十目 出來 て、 しかも、 それが 黑 
の先手であるのに、圖の如くなれば、黑地は僅に二目程 
になつ て、 黑ょ b 『い』 (: 跳ねる 手 も 白ょり 『い 』 (: 下る 手 
も、 同じく 『後手 四 目 半』 の 手で あるが、 これは 見合 ひの 
手で あるから、 確と した 計算は し U くいけれ ども、 若し 
白より 『い』 に 下る こと (: なれば、 先手なら ば 『十三 目 程の 
ね』、 後手なら ば 『十八 目 程の 得』 である。 して 見る と、 白 
より e と附け る 手は、 隨分 大きい 手で あると いはねば な 
らぬ。 


(第 八十 四圖) 
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と、 白地が 十目 減じて、 黑地が 十目 增す ことになるから 
『黑 先、 後手 二十 目の 得 J とい ふ 勘定になる。 

(第 八十 五圖) 
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(第 八十 六圖) 


第八十五圖は、前圖の場合 (: 、黑ょり © と尖んだ場合で 
あるが、その時白が © と當て、黑が @ と繼いだ場合に、 
白が 若し 手を 拔いた とすれば、 黑よ h 『先手 六 目』 の 手 1: 
打たれる が、 圖の 如く、 白 ♦か® と 抑へ たと すれば、 黑の 
尊と 尖む のは、 『先手 十目 强の 得』 である。 尤も、 黑が @ 
の 手で & の 處に伸 びれば、 一目 ばかり 得では あるが、 後 
手で あるから ッマ ラ ナィし、 かく @ .々繼 いで おけば、 白 
が © と 抑へ るか どぅか 分ら ! a ので、 後の 樂みも あるので 
ある。 

第 八十 六圖の やぅな 場合に、 白 ♦か e と附 ける のは 手筋で、 
黑が ©の 手で ㊂の處 (: 抑へ ると、 白 (: 『い』 に當 てられる 
筋が あるから、 黑は止 むを 得す© と 伸びた ので あるし、 
又 白が © と 押してからは、 尙更ら 〖ろ J (: 抑 ふること が 出 
來 ぬので、 圖の 如くなる ものと 見ねば ならぬ。 かくて、 後 
に 白 『ろ j 黑 『は.』 となる ものと すれば、 『 1^ 』 の當 ては、 い 
つで ち 白より 利く 譯で あるから、 白地 か 十日增 して、 黑 
地が 十 EI M する から、 合計 二十 目の 得で ある ♦か. •しかし、 

白より 一 T ほ』 に 下る こと (: なる か、 黑 より 『ほ』 (: 跳ねる こ 

とになる か 未定で あつて、 この 二目の 見合 6- が あるから、 

つまり、 『白 先、 十九 目の 得』 とい ふ 勘定になる。 

又黑が 先手で あると すれば、 C0 J: 下る のが ョ セの 本 法で、 

後 (: 大 桂馬に 走る 手が あつて、 圖の 如くなる の (: 比べる 
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(第 八十 八 圖) 


第 八十 七闕の やぅな 場合に、 白が ㊀と 置く のはい は ゆる 
手筋で ある。 若し 黑が ©の 手で 笈に 打てば、 白に 『V』 !: 
當 てられ、 黑 •か ㊂の處 に 繼げば 『ろ J に 切られて、 隅の 二 
子を 取られて 仕舞 ふし* 又 他 (: 打てば、 『 ろ』 (: 切られて 
劫と なる から、 止む i* 得す © と 打つ T: 譯 で、 則ち 「白 先 
先手 四 1:] の 得 J とい ふ 侵 分で ある。 然るに、 (1} の 手で、 單 
に ㊂の處 に 跳ね 繼ぎを 打てば"® の處 (: 跳ねる とい ふ 望 
みが ある だけで あるから" 圖の 如く ㊀と 置く のは、 單 に 
跳繼 ぐのに 比べる と、 『二目 半の 得』 になる 勘定で ある。 

第 八十 八圖は 、前圖 の 場合に、 黑 ♦か 前圖の ㊂の處 {: 下つ 
た 時、 白が 手を 拔いた 形で あるが、 黑が ⑩と附 越す のは、 
『先手 五目の 得』 である。 その 勘定は、 白地' が 四 目 減じた 
上に、 一 3 の 取りが 見合 ひとな つて 殘るか ら である。 又 
白より© の 處 {: 下る 手は、 『後手 五目の 得 j であるが、 圖 
の 如く、 黑 より 先手 五目の 得を 打たれる 處だか ら 、頗る 
大きい 手と い U ねばならぬ。 して 見る と、 かぅ いふ 處は、 

たと ひ 後手で あつても" 白より 打つべき ものである。 
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(第 九十 圖) 
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(第 八十 九圖) 
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第 八十 九圖 における 白 〇 の 跳ねは、 『後手 四 H 七 分 五 厘 
の 得』 である。 それは、 黑よ b 『い』 に 跳ね 繼 •かれる ものと 
すれば、 白地が 一目 減じて、 黑地が 第 四 線までに 五目 出 
來るのに、圖の如く白より 8 と跳ねれば、後に又白より 
『ろ』 に 跳ねられる から、 黑は 『は』 {: 繼ぐ ことになる。 か 
くて、 後に 黑 より 『Mj に 抑へ る ことになるので、 則ち 白 
地 •か 一目增 して 黑地が 四 目 減じ、 その上、 黑に 有利なる 
半 目の 劫 ♦か 殘 るので、 此の 半 劫の 見合 ひの 二分 五厘ヒ 、 
五目より 差 引く と、 則ち 『四 目 七 分 五 厘』 とい ふ 勘定が 生 
れて來 るので ある。 

第 九十 圖の やぅな 場合に、 白 •か CDl-I; と 跳ね 繼 ぐのは、 『後 
手 十一 目 七 分 五 厘の 得』 である。 それは、 後に 白より 『い』 
に 跳ね、 黑 •か 『ろ』 {: 受ける ことになるのは 必定で、 後 (: 
又 白より 『は j i: 伸びる ことに なれば'  最初 黑よ b s の處 
に 跳ね 繼がれ るの {: 比べる と、 黒地が 八 目 減じて、 白地 
が 六目增 すから、 『十四 目の 得』 である ♦か、 白の 『は』 に 伸び 
る 手は、 一 『四 目 半』 の 手で、 どちらが 打つ か 分らぬ 見合 ひ 

の 手で あるから、 これを 折半せ ねばならぬ からで ある。 
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筘 九十 一圖 は、 前 圖と 違つ て 見合 ひの ない 場合で ある •か、 
圖の 如く、 黑 •か© © と跳繼 ぐのは、 『後手 九 目の 得』 であ 
る。 ナゼな らば、 後に 黑 r い』 白 r ろ』 となる のは 必定で、 
さぅ すると、 最初 白より @ の處- (. 跳繼 •かれる のに 比べる 
と、 黑 地が 三 目增 して、 白地が 六 目 減す るからで ある。 
これと同じく 、白より © の處に 跳繼 ぐの も、 白地が 六 目 
增 して、 黑地が 三 目 減す る ことになるから、 やはり 『後手 
九 目の 得』 とい ふ 勘定になる。 

第 九十 二圖の やぅな 場合に、 白 ♦か 0 と 下る のは、 『先手 六 
目、 後手 十二 目の ^ 』 である。 則ち 此處 は、 黑 より 『い』 1: 
附 けられ、 白 r ろ』 黑 B となれば、 白地が 六 目 減じる 處だ 
のに、 圖の 如く 白よ り㊀ と 下れば、 黑に 『は』 に 抑 へられ 
て も、 現に 消される 六 目が 先手で 出來 るし、 又黑 •か 後手 
となる のを 嫌つ て 手を抜けば、 白は 『は』 に 飛び、 黑 『ほ』 の 
時 r は』 に繼ぐ ことにな つて、 次 (: 又 白より 『へ』 に 飛ぶ 手 
が 殘 つて、 つまり、 白地が 六目增 して、 黑地が 六 目 減す 

るからで ある。 
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(第 九十 二 圖) 
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第 九十 三圖) 
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(第 九十 四圖) 


第 九十 三圖 における 圍中黑 の 三 子は、 一見 すれば、 唯 取 
られ てゐる 姿で、 施すべき 手段は ないやぅ であるが、 〇 
と 尖む のが 面白い 手筋で、 この 一手の ために、 圖の 如く 
渡る ことになるから、 大した 利益と いはねば ならぬ。 則 
ち 白より 打つ ことにな れば 、つまり 『い』 の 跳ね 繼 ぎを 打 
つ ことになるから、 黑地が 二目 減じた 上に、 白地が 十二 
DI 出來 るのに、 黑 より © と 尖んで、 圖の 如く 渡る ことにな 
れば 、黑 地が 二目 增 して、 白地 ♦か 七 目 減す るから、 合計 
『黑 先、 後 ヰ 九 目の 得』 とい ふ 勘定になる。 

第 九十 四圖の やぅな 場合に、 黑 ♦か 『い』 (: 下る のは、 跳ね 
繼ぎが なくなる から、 『先手 二目の 得』 である。 然るに、 
若し 白が 手を抜けば、 圖の 如き 手順 (: よつ て、 黑は 更に 
に 三 目の 得を する ことになるから、 『後手 五目の 得』 とい 
ふヨ セになる。 若し 白が、 黑に三 目の 得を 占められ るの 
がィャさに、 © の手で @ (: 打てば、黑ょり『ろ』に打たれ 
て、 劫に する より 外に 道の ない ことになる。 


侵 分の 勘定 


第九十五圖のやうな場合 (: 、白が0と打つのは、『先手六 
目の 得』 である。 ナゼ ならば、 若し 黑 より 打つ とすれば、 
先づ e に 打ち、 後 (: © の處に 跳ね 繼ぎを 打たれる ものと 
假定 する ことが 出來 るから、 白地が 二目 減じた 上に、 第 
五線までの 間に、 黑地が 十三 目出來 るのに、 圖の 如くな 
れば 、白地が 反對に 二目 增 して、 黑地が 四 目 減す るから 
である 0 

さりと て、 黑が ©の 手で® の 處に 打てば 白、 より 『い』 に 當 
てる 手が あるから、 四 子を 取られる し、 又 0 の 手で® に 
打てば、 白よ 0©に 當 てられ、 『い』 に繼け ば® に 渡られ 
て、 更に 一目の 損と なる から、 黑は ©と應 する のが、 一 
番 よいと いふ こと も 分る であらう。 

第 九十 六圖の やうな 場合に、 黑 ♦か 先づ @ と 切り、 白㊁の 
時® と 置き、 白㈣の 時 © と 抑へ るのは 面白い 手筋で、 單 
に © に 抑へ るのに 比べる と、 『後手 二目の 得』 である。 僅 
に 後手 二目の 手で あつて 見れば、 いづれ 終局 間際で ある 

が、 かう いふ 手の ある ことを 知らぬ と、 黑は 直に © の處 

に 抑へ て 仕舞 ふので、 得の 出來 るのに、 得が 出來な いこ 

とになる から、 僅かの こと •たけ ども、 心得て 置かねば な 

ら ao 


第 九十 七圖 は、 前 圖と略 同榛の 手筋で、 白 ♦か 8 と 跳ぬ た 
時は、 黑は 先づ 8 と 切り、 圖の 如き 手順 1: 運ぶ のが 宜し 
い。若し單に©に抑へると、黑地が二目減じて、白地が 
六 目出來 るのに、 圖の 如き 手順に 運べば、 劫 •か 殘る けれ 
ども、 假 りに 劫 5: 讓 つて、 1 、い j に繼ぐ ものと しても、 單 
に© に 抑へ るょりは、 『一目の 得』 であるし、 又 劫に 勝つ 
ことに なれば、 『三 目. の 得』 になる。 して 見る と、 白 •か ㊀と 
1 S ねる のは、 一見 得の やぅで ある. か、 實は 不利の 手で、 
この場合は、 單 に © の處に 下つ てゐ るの ♦か 宜しい。 

第 九十 八圖も 亦、 前圖と 同じ やぅな 場合で ある •か、 黑が 
©と 跳ねた 時分に、 白が 直に® と 抑 ふれば、 白地が 二目 
減じて、 黑地 •か 七 目出來 る。 然るに、 この場合 は © と 打 
つの •か 手筋で、 この © の 手は、 單に㊃ と 抑へ るのに 比べ 
ると、 白が 劫を 讓 つて 『い』 (: 繼ぐ ものと しても、 『一目 二 
分 五 厘の 得』 であるし、 若し 劫に 勝つ ものと すれば、 『三 
目の 得』 である。 されば 黑は 、©の 手で、 1 r ろ』 に 下るべき 
處で 、ドンナ 場合で も、 跳ね 繼ぎ. か キクと 思 ふのは 間違 

ひで ある。 とかくは、 場合を 見定める の ♦か 盱要 である。 


(第 九十 七圖) 


{第 九十 八圖) 
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第 九十 九圖の やぅな 場合に、 黑 •か© と 打つ のはい は ゆる 
手筋で ある。 單に © の 處に當 てる 時は、 白に® の處に 繼 
♦かれて、 白に 手が 入らぬ 上に、 後に 白ょ b 『い j に 打たれ 
るから、 圖に 比べる と 『二目の 損』 であるし、 又 © の 手で 
『い 』に 打てば、 白に 同じく © の 處に打 たれる から、 圖に 
比べる と r 一目の 損』 になる。 

いづれ にせょ、 斯る 場合には © と 打つ のが 手筋で、 則ち 
『先手 二目の 得』 とい ふョ セになる ので ある。 

第 百 圖のや ぅな 場合に、 黑 ♦か 先手で ョセ ると すれば、© 
と當 てて © と繼 •かせ、® と 飛ぶ のが 手筋で、 『黑 先、 後手 
十目 得. 一とい ふ 侵 分で ある。 ナゼな らば、 若し 白が 先手で 
打つ とすれば、 先づ ©の 虞に 抱へ、 次ぎに 『い』 の 跳ね 繼 
ぎ ♦か キク ものと 見ねば ならぬ から、 第 七 線までの 間に、 白 
地が 十四 目出來 て、 黑地が 二目 減す るのに、 圖の 如くな 
れば 、白地 •か 八 目 減じて、 黑地が 二目 增す ことになる か 
ら である。 

尤も、 これで 白が 手を 拔 いて、 黑 より 『ろ』 (: 尖む ことに 

なれば、 黑は又 後手で 二目 增 して、 つまり 十二 目の 侵 分 

になる から、 後手では あるが、 可な り 大きい 侵 分で ある 

と 思は ねばならぬ。 


(第 九十 九圖) 
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侵 分の 勘定  六 五 


_ 侵 公， の— 勘定 丨 

第 百 一一 圖の やぅな 塲合 に、 白が ㊀ご 切る のは 常用の 手段 
で、 然る 塲合に は、 黑 は© の 手で㊂ の 處に 跳ねて、 白を 
e の 處 に 伸ばさせる のが 普通で、 さぅな れば 、第五 線 ま 
でに、 白地が 五目 出 來るこ VJ になる。 けれ V」 も、 圖の 如く 
e VJ 跳ねて、 順次 白に ® ご 四 目 取らせて、 © の 手で 『十七 
ノ 十八』 に 切 6、 白 ® の 時 © に 三 子を 取る こどに なれば、 
白は 四 目 取つ たけれ V」 も、 | 目の 地 も 出來ぬ から、 つま 
り、 一目 rr け馘 じてゐ るのに、 黑は三 目 取つ て、 二： E の 
地 X*' 出來 るから、 合計 六 目の 得を した 譯で 、則ち 黑 の® 
@ の 侵 分は、 『後手 六 目の 得 』ど いふ 勘定になる。 

然らば 、白 •か ㊀ど 切る 手は、 全體 何程の 利益で あるか。 
それは、 次 圖で說 明す る。 


六 六 


警 二圖) 


第 百 三圖の やぅに、 黑炉ら 〇 こ繼ぐ こごに なれば、 『い』 
の 跳ね 繼ぎは 、黑ょ 6 打つ もの ど 見ねば ならぬ から、 前 
圖に 比べる ご、 黑地が 一目 增 してゐ る 上に、 『い』 の 跳ね 
繼ぎ で、 白地が 二目 減じ、 まだ 其の上に、 前には 黑石を 
四 目 取つ てゐた のに、 本圖 では. そ れがな いので、 つまり、 
黑は 『後手 七 目の 得』 である。 されば、 前圖の やぅに、 白 
が ㊀ど切 る 手は、 先手に これ / r け 黒の 利益を 殺ぐ 譯であ 
るから、 則ち 『先手 七 目の 得』 ど いふ 勘定になる。 

しかし、 黑が 先手を取る ために、 白が ㊀ の 處に 切つ た 時、 
『ろ』 の 方から 跳ねて、 白が 『は』 に 伸びる こ VJ になれば、 
更に 六目增 して、 『後手 十三 目の 得』 になる 勘定で、 いづれ 
も 大きい 手で あるが、 先手 後手の 相 遠が あるので、 黑は 
いづれ から 跳ねたら ょい か、 餘程 考慮を 要する 處 で、 紊 
りには 打てない 處で ある。 
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第 百 四圖は 、白が 第 百 二圖の やうに、 『十八 ノ十 八』 に 切つ 
た塲 合に、 黑が 先手を取らう か、 後手で も 六 目の 得を し 
た 方が 善から うか ど 思案した 末、 手を 拔 いて 他に 打つ た 
ので、 白が ㊀ ど 伸びた 塲合 である •か、 この ㊀ VI 伸びる 手 
は、 何程の 得で あらう か、 その 勘定は 頗る ムブ ヵシィ が、 
第 百 二！ 一の やうに、 黑から 打たれる のに 比べる ど、 白は 現 
に 六 目の 得を して ゐる 上に、 三 目の 地が 增 して ゐるこ VJ 
は 一目瞭然で あるし、 その上、 後に 白 『い』 黑 『ろ』 ご なつ 
て、 黑地が 一目 減す るの も 亦 自然の 結果で、 『は』 の處 は、 
白ょ h 打つ て黑に 二目を 繼が せ、 『に』 に 打つ こビに なる 
か、 黑ょ 6 打つ て、 白 『 le 』VJ なる かは 見合 ひで あるから、 
『白 先、 後 牛 十目 半の 得』 である。 

して 見る ど、 最初 白が 切つ T3 手から 勘定す る ご、 後手で 
は あるが、 『十七 目 半の 得』 であるから、 いづれ にせよ 白 
の 切る 手は、 頸る 大きい 處で ある 


:第百 四圖： 
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繼がれ る 損は 殘つ てゐ るが、 この塲 合に おける 先手の 効 
力は、 四 目 ばかりの 跳ね 繼ぎ VJ 同日の 論では ない。 大勢に 

(第 百 五圖) 


(第 百 六圖) 

關 係した 侵 分の 手順で あるから、 何 目 どい ふ 計算 U 出來 
ぬが、 どに かく、 餘程 大きい 手で ある ど いはねば ならぬ。 

六 九 


第 百 五圖の やぅな 塲合に 、黑が ©VJ 置く のは、 いは ゆる 
手筋で、 圖の 如く®® ど なる のは 必定で あるから、 if 後手 
六 目の 得』 である。 

それは、 白より 打つ だすれば、 『い』 に繼 ぐので あるが、 
黑よ の處に 、先手で 跳ね 繼ぎを 打たれる から、 第 十一 
線までの 間に 白地が 七 目出來 る。 けれ V」 も、 白よ 6 『ろ』 
に 出られて、 黑地が 一目 滅 T る こどになる から、 つま 6、 
六 目の 白地を 消した こ C: に當 るからで ある。 

若し 白が 『い』 に繼が すに、 先手の つもりで 『は』 に 跳ね、 
黑が 『ぱ』 じ 抑へ た 時分に® の處 に繼げ ば、 黑よ上 い』 に 
跳ね 込まれる 手. か あるから、 白* か 打つ すれば、 『い』 に 
繼 ぐよ 6外 はない ので ある。 

第 百 六圖の やぅな 塲合 に黑は 大勢 上、 白に® の處に 伸び 
られ ては タマラ ヌから 、先手で® の處に 跳ねたい ビ いふ 
塲合が ある。 その 時分には、 先づ © ど 切りを 入れて、 白 
に ㊁ど應 じさせ、 然る 後® ど 打つ のが 手順で、 若し®  VJ 切 

らすに 、單に ©の 處に 跳ねれば、 白は ㊁ど 打たす に、 手を 

拔 いて 他の 大塲を 打つ かも 知れぬ が、 ® VJ 打てば、 白は 手 

を 拔く譯 には ゆかない から、 黑は 先手で 他の 大塲を 打つ 

こビに なる。 又 白が ㊁ VJ 應せ す に、 『い』 に 打てば、 黑は先 

手で 『ろ』 に. 跳ねる VJ いふ 得 も あ 5、 他に 先手が 回る こど 

にもなる。 その 代 b、 圖の 如く なれば、 白よ 6 『は』 に 跳ね 

侵 分の 勘定 


_ 侵— 分の* 勘 丨定 

第 百 七圖の やうな 塲合に 、黑が ©ど 尖んで 圖の 如く 打つ 
のは、 後に 黑よ 上い』 に 跳ね、 白 『ろ』 黑 『は』 白 『E 黑 『は』 
白 『へ』 どなる から、 『後手 九 目 半强の 得』 である。 若し 黑 
♦か 後手 どなる のを 嫌つ て、 © の 手を 打たなければ、 次 圖 
の やうに、 白よ b『 s 』 の處に 置かれる 筋が あるので、 黑 
は 大分 損を せねば ならね。 しかし、® ど 尖んだ ばかりで、 
手を 拔 いたどしても、 白よ b 先き に 著 手せられ るのに 比 
ベる V」、 『先手 二目 程の 得』 にはなる。 その 計算は、 次 圖及 
び 次次 圖 V. 見れば 分る であらう。 

第 百八圖 は、 前圖 の塲 合に、 黑が ©ど 尖んだ まま、 手を 
拔いて 他に 打つ たので、 白よ h ㊀ VJ 置いた 塲合 であるが、 
ナカ ナカ 面白い 手筋で ある。 この 時黑 は、© ご應す る 
よ h 仕方がない 譯で 、以下 © までは、 止む を 得ぬ 手順で 
ある。 かくて、 白が 劫に 勝つ ど すれば、 黑 地は 三 目 どな 
るが、 この 劫は、 いづれ が 勝つ か 未定で あるから、 六 目 
の 劫 VJ 見て、 その 折半の 三 目 だけ、 黑地が 減じて ゐる 
譯で 6 る。 さすれば、 黑が 劫を 繼いだ もの どして、 ㊈の 

取石ど も、 黑 地の 九 目 出來る 中から、 三 目を 差 引かねば 

ならぬ によつ て、 正味 六 目の 地になる 勘定で ある。 して 

見る ど、 前 圖のや うに、 黑よ h 跳ね 繼がれ るのに 比べる 

ご、 白の㊀ ご 置く 手は、 『先手 七 目の 得』 である。 ゆ ^ に 

黑は 、後手では あるが、 大方は 前圖の やうに® VJ 打つ て、 


七〇 

後に 『い』 の 跳ね 繼ぎを キカセ〆 のがよ い。 


{第 百 七圖) 
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(第 百 八圖) 


第 百 九 H は、 前前 圖の塲 合に、 白から ョセ たので あるが 
•白が ㊀ど附 ける のは、 いは ゆる 手筋で ある。 この 手で ㊄ 
の處に 尖んでも、 黑に㊀ の處に 抑へ る 手は ないから、 つ 
ま b 同じ やうな ものであるが、 しかし、 かく 附 ける 方が、 
變化も 多い し 味 も 宜しい。 

かくて、 黑が © ど 抑へ た 時㊂ど 置き、 黑 ⑱ の 時㊣ VJ 引け 
ば、 黑 tr® ご應す るょり 手は ない。 さう する VJ、 第 百 七 
圖 に比べて 、白地が 五目 增 して、 黑地が 五目 減す るから、 
白 0 C0 附けは 、『先手 十目の 得』 であるし、 第 百 八 圖のや 
うに、 黑ょ 6 ㊄の處 に 尖んで、 白が 『い』 に 抑へ るのに 比 
ベても、 白 手は 先に 『一目 强の 得』 をす る 勘定で あるから、 
いづれ から 打つ ごし r も、 ナカ ナカ 大きい 處で ある。 互 
先の 打 蒸に 出來る 形で あるから、 よくよく 覺 f2 て 置く が 
宜しい。 


(第 百 九圖) 
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第 百 十圖に おける 黑 ©の 下 6 は、 『先手 四の 得』 でぁるが、 
若し 白が 手を 拔 いて 他に 打ら、 ㊁ビ 抑へ ない 時は、 黑は 
『い』 に 大桂禺 に 打つ から、 白は 眼 二つ どなつ て 仕舞 ふ。 
さぅ する ご、 白地 •か 更に 六目滅 じて、 一目の 見合が 殘る 
ので、 黑© の 下りは、 通計 『後手 十目 半の 得』 になる 勘定 
である。 

又 白が、 旣に㊁ ど 抑へ た 以上は、 ㊃㊅の 手は、 是非 打た 
ねばなら ぬ。 若し ㊃ VJ 抑へ たま ま © ご 打たなければ、 黑 
に 『い』 に 打たれて、 ㊃の 一子を 取られた 上に、 更に 『ろ』 
に 締められ、 白 『は i 黑 泛』 白 『ほ』 どなつ て、 白は 十一 目 
の 損を する こビに なる。 して 見る ど、 最初 ㊁ VJ 抑へ ない 
で、 他に 打つ た 方が 善い 譯で 、これ 則ち、 ㊁ ど 後手を 取 
つた 以上、 又㊃ ©ど 後手を 取るべき 所以で ぁる。 


(第 百 十圖) 


第 百 十一 圖の やうな 場合に、 白が 6 と 跳ねる のは、 『先手 
五目の 得』 である。 若し 黑が 8 の 手で ㊂の處 に 抑 ふれば、 
白に e の處に 切られて、 二子を 失 ふこと になる から、 現 
に 七 目の 利を、 白に 占められる。 さ b とて、 二子を 惜んで 
『い』 に繼 げば‘ 白は 『ろ』 に 伸びる。 さう すると 黑 は© の 
處に 打つ より 手は ない •か、 白に 『は 』 (: 伸びられ ると、 全 
體の黑 が 死ぬ ことになるので、 則ち 圖の 如く 打つ より、 
仕方がな いので ある。 

かくて 白よ br ls J に 出る のは 先手で あるから、 つまり、 
黑地が 四 目 減じて、 白地が 一目 增す 道理で、 則ち！ r 先手 五 
目 j とい ふ 勘定が 生れて 來ので ある。 

第 百 十二 圖の やうな 場合は、 往往 出來る 形で あるが、 白 
の㊀と 打ち 缺い て㊂と 跳ねる のは、 白が 劫 負けと 見て、 
『後手の 先手 六 目の 得』 である。 それは、 黑 より 『い』 に 跳 
ね繼が れ ると、 第 六 線までに 黑地が 五目 出來 て、 白地が 
二目 減す るのに、 圖の 如くな れば 、僅に 一子を 得る だけ 
で* 白地が 二目 增す からで ある。 

けれども、 黑より 打たれる 時は、 先手に 六 目の 利を 占め 

られ る處だ から、 隨分 大きい 處で ある。 特に 基に よつ て、 

白に 劫 立ての 多い 場合には、 白は 先手で 六 目を 利す る こ 

と 1: なる かも 知れぬ から" 大方は 黑 より 跳ね 繼 ぐ處だ け 

れ ども" 劫の 多少に よつ て、 白 ♦か 先手で 打てる こと も 3) 


るから、 大 (: 注意すべき 處で ある 

(第 百 十一 圖) 
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(第 百 十二 圖) 


侵 分の 勘定 


七三 


嫿分の 勘定 


七 四 


第 百 十三 圖の やうな 場合に、 黑が @ と®  くのは 善ぃ 手筋 
で、 ^; ©となれば* @ @ ©は自然の手順で、黑は『先手七 
0 の 得』 をした 譯で ある。 ナゼな らば、 此處ヶ - 白よ b 打つ 
とすれば、 先づ ©の 處 (: 眼を 持つ ので、 さうな れば 、黑 
より® の處に 跳ねる のは、 僅 (: 『後手 三 目』 の 手で あるか 
ら 、白より 『い j に 跳ね 黑 『ろ』 (: 抑へ、 白© の處 (: 繼ぎ 、 
黑 1は j に 繼ぐ ことになる ものと 見ねば ならぬ。 さすれば、 
第 九 線までに 白地が 十目 出來 て、 黑地が 二目 減す るのに、 
圖の 如くな れば 、白地 •か 五目 減じて、 黑地が 二目 增すか 
らで ある。 初學の 中は、® の 手で 『WJ に 跳ねた が 〇 けれ 
ども、 圖の 如く 打つ のに 比べる と、 二目の 損で あるから、 
斯乙處 は、 大方 © と 置くべき ものと、 心得ねば な rr ぬ。 
第 百 十四 圖は 普通の 侵 分で あるが、 黑の 11 © と 跳ね 繼ぐ 
のは、何程の利益かとぃふ (: 、先づ白より打たれることを 
考へ ると、 自然 (: 其の 勘定が 分つ て來 る。 乃ち 白より 打 
つと すれば、 先づ @ の 處 {: 下り、 黑が ©A 抑へ た 時、 『い』 

(: 跳ね 繼ぐ ものと 見ねば ならぬ。 さう すると、 第三 線 ま 

でに 白 他が 六 目出來 て、 黑地が 二目 減す る。 然るに、 圖 

の 如く 黑 より 跳ね 繼げば 、後 (: 黑 より 『ろ j に 跳ね、 白 『は』 

となる 5 は 當然 であるから、 黑地 ♦か 三 目 增 して、 白地が 

五 R 減ずる こと (: なり、 則ち黑 は T 後手の 先手 八 目の 得』 

を する こと (: なる。 


とこが、 若し 白に® の處に 下られる と、 『先手 八 目の 得 J を 
占められる 處だ から、 黑は 後手で あるけれ ども、 大方は 圖 

(第 百 十三 圖) 
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(第 百 十四 圖： 


の 如く 跳ね 繼 C の* か 宜しい ので ある® 


第 百 十五 圖の やうな 場合に、 白が Q〕 と 下る のは、 『先手 何 
程の 得 J であるかと いふに、 旣 に 先手と いふ 以上は •黑が 
圖の 如く© と 抑へ た 場合で、 かく 圖の 如くな れば 、白は 
第 四 線までに、 五目の 地が出 來る 。けれども、 若し 黑よ 
b s の處に 跳ねられる と、 白は 勢 ひ 手を 拔くか ら 、後 (: 
黑よ b 又 『い』 (: 跳ねられる ものと 見ねば ならぬ。 その 時 
白は 『ろ 』 (: 繼 いで、 後に 白よ う 『は J (: 抑へ る ことになる 
のは、 これ 亦 自然の 手順で ある、 さて さうな る •と、 「い』 の 
處に 在る 黑の 一子 ♦か、 劫の， 形で 殘る譯 であるが、 これは、 
如何に 計算すべき ものである かとい ふに、 專門 家の 間に 
も、 ナカ ナカ 議論が ある。 けれども、 黑は 先， つ 9 の處に 
繼 •かなければ、 『 l€ j (: 繼いで 『い J の 一子を 助ける 譯には 
ゆかぬ。 しかし- 黑が 『は』 に繼い だと ころで、 黑は唯 敵 
に 取られな かつた とい ふだけ で、 何の 利益 もない。 然る 
に、 白は 『は』 の 處に 『い』 の 一子を 取れば、 ここに 半 目の 
劫爭が 出來 る。 ナゼ半 目の 劫かと いふと、 戶が 劫に 勝つ 
て 『い』 に繼 げば、 『い J の 一子を 取つ てゐ るから、 一目の 得 

になる •か、 黑が 劫に 勝つ て、 『 l€ J に繼 いだと ころで、 取 

られた 一子 5: 取 返した とい ふだけ であるから、 ゼロで 3) 

つて、 則ちゼ & になる か、 一目になる かとい ふの だから、 

半 目の 劫になる ので ある。 ゆ 忌に、 その 半 目を 折半した 

二分 五 厘の 利益が、 白の 方に 殘つ てゐ る譯 である。 然る 


に 白が S と 下れば、 この 刼の間 題 •か 消滅して、 白は 未定 
であつ た 七 分 五 厘の 利益と、 『沪』 ろ 』は』の三目とを、確 

(第 百 十五 圖) 


實に 得た 道理になる から、 則ち 白 8 の 下 b は、 『先手 三 目 
七 分 五 厘の 得 j と 見る のが、 正當 の解釋 であると 思 ふ。 


侵 分の 勘定 


七 五 


» 


七 六 


(第 百 十六 圖) 


倭 分の 勘定 

第 百 十六 圖は 、前圖 白 ♦か 0 と 下つ た 場合に、 黑が 手を 拔 
いたから、 則ら 白の 後手の 場合で ある。 然る 時は、 白は 
圖の 如く S と 飛ぶ のが 手筋で、 黑が ©と 切つ た 時、 ㊂と 
附け るの が 又 面白い 手筋で、 黑は® と應す るょり 仕方 •か 
ない。 そこで、 圖の 如く® までの 結果と なれば、 この 黑 
は f 持 j となつ て、 前圖の やぅに 打てば 九 目の 地 •か 出來る 
のに、 其の 地が 悉く 消えて、 唯 取り 石 •か、 差 引 一目を 得 
てゐる ばかり だから、 つまり、 白は 八 目の 利を 得た 譯で 
ある •か、 しかし、 白は 前 圖で㊀ と 下つ て 後手を 取り、 本 
圖 でも 亦 ® と 後手を 取つ てゐ るから、 二手 かけて 八 目の 
得をしたに過ぎない。ゆ羞に、白が前圖のやぅに 6 と下 
る 手は、 この 八 目を 二分した 四 目と、 前 圖に說 明した 三 
目 七 分 五 厘と 合せた ものを、 後手で 得 ^ 勘定で、 則ち、 
前圖 白 e の 下りは、 『後手 七 目 七 分 五 厘の 得 j とい ふ 勘定 
になる ので ある。 
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令 


•O' 


るより 仕方 •かない。 若し 『持』 に 打たない とすれば、 白は 
先手に 四 目 1: 利す る こと 1: なる ので i る。 

(第 百 十七 圖) 


_ 西 十七 圖は前 圖の變 化で ぁる •か、 黑 •かかく 二子を 棄て 
て 眼を 持てば、 臼の 利益は 七 目に 減じる けれと も、 これ 
は 黑 •か 後手 (: なる の だから、 前 圖 に 比べる と、 現 {: 三 目 
の 掼で わる。 

又 ® の 手で r い. H 打ち、 白 © の 時® に 取り、 白が © (: 差 
込ん •た 時、 『ろ j に 眼を 持つ 手 も ぁるが、 これ も、 白に 先 
手で 六 目の 利を 占められる 譯で ぁるから、 前圖 より 損で 
ある こと  は 明かで ぁる。 

又 8 の手で @ に打ち、黑『い』の時 6 に打ち"黑『は』の 
時® (: 繼ぎ 、黑 『ろ』 の 時 © に 當 てる 手 も ぁるが、 白が © 
の處 (: 當 てるのは、 黑が果 して㊂ の 處に繼 ぐ かどぅ か 分 
らぬ から、 打たぬ ものと しても、 白は 先手で 四 目 半の 得 
を 占める 譯だか ら 、黑の 掼 は 明瞭で ぁる。 

又 © の 手を © に 打ち、 白が © の 手で： r は』 (: 出で、 黑 ©の 
時 白 (: © (: 繼ぎ、 黑が r い H 抑へ ると、 白は 先手で 五目 1: 
利す る こと (: なる* か、 黑は 無論 手を 拔 ，、から、 白は ャハ 
リ 後手と 見ねば ならぬ。 旣に 白が 後手と す れば 、白より 

『い』 (: 出る か、 m より r い』 (: 抑へ るか、 一目の 見合 ひが 

殘る ものと して、 黑地が 三 E 半 出 來る から、 『持 J に 打つ 

のに 比べる と、 白は 二！ E 二 分 五 M の 掼 でぁる。 ゆ ^ に、 黑 

が © の 手で © (: 繼げ ば、 白は ㊂の 手で 『は』 (: 出すに、 0 

の處に 附 けて 打つ から •ャ/ リ 『い』 に 打つ て、 『持 j とす 


- 一  — 

— 


■So 


.© 〇 ++ き 

はろ い®© とぬ 十 
しに© はへ ち り 丄 ■ 


0.4 


-00- 


第 百 十八 圖の やぅな 場 佇に、 普通 黑は © の 手で、 e の 處 
に 尖附 ける ので あるが、 この場合は 、中に 黑石が あるの 
で、先手を取るため (: 、かく ^ と桂馬に打つのである。 
そこで、 黑が先 Hr を 取る と t i^t ば、 白ょり 『い』 に 打たれ 
て、 黑 『ろ』 白 『は』 と © の 一子を 取られた 上、 後に 白 『に』 
^ 一ほ』となるは必定であるが、それでも、最初白ょり『い』 
に 打たれる の (: 比べる と、 黑は 『先手 六 目の 得』 である。 
然るに、 圖の 如く © と 掛繼げ ば、 後に 黑 f へ』 白 『と J 黑 「ち』 
白 『9』 黑 『は』 白 『ぬ j となる から、 白ょり 『い』 に 打たれて、 
一子を 取られる のに 比べる と、 『後手 十三 目の 得』 である 
し、 最初© と 打た f* に、 白より 『V』 に 桂馬に 打たれた の 
に比べる と、 『後手 十九 目の 得 j に當 るから、 非常に 大き 
い ョセで ある。 


{第 百 十八 圖} 
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先、 後手 十四 目の 得 Ji 見ても、 差 支は ない 道理 Tr ある 0 

(第 百 十九 圖) 


第百十九圖のやぅな場合に、圖の如く黑が0と跳ね、白が 
㊁と 抑へ た 時® と當 て、 白が ㈣と繼 いだ 時© と繼 ぐのは、 
『後手 十四 目の 得 J である。 その 計算は、 白より 此處を 打 
つと すれば、 先づ ©の 處に 下り、 黑が ©の 處 {: 抑へ た 時 
『い』 に 跳ね、 黑が r ろ』 に 抑へ た 時 3 』 に繼ぎ 、黑が @ の 
處に當 てた 時 © に 繼 ぎ、 黑が 『 12 』 に繼ぐ ことになるので、 
圖の 如く 黑 より 跳ね 繼がれ て、 後に 又黑 より 『ほ』 に 跳ね 
繼がれ るのに 比べる と、 黑地が 三 目 減じて、 白地が 四目增 
すから、 白に 『先手 七 目の 得』 をせられ るのに、 阔の 如く、 
黑 より 跳ね 織いで、 後に 又黑 より 『ほ』 に 跳ね 繼 ぐこ とに 
なれば、 黑 地が 三 目增 して、 白地が 四 目 減す る ことにな 
る。 先手に 得を せられる のは、 無償で 敵に 利を 與へ るの 
であるから、 黑が 後手ながら、 これ 5: 防いで、 却つ て自 
己の 地域を 增し 、敵の 地域を 削減す る 場合には、 敵よ b 
先手に 占められる 利を も 加算すべき ものである。 して 見 
ると、 黑の 利す る 七 目と、 白に 利せられ る 七 目と で、 合 

計 十四 目の 得になる ので ある。 しかし、 局面の 形勢に よ 

つては、 白より 『は j に 跳ねられる かも 分らぬ ので、 合計 

十四 目の 中、 この 三 目を 見合 ひとして、 十二 目 半と訐 算 

して おけば、 地 合の 勘定を する 場合に、 自己の 地を 多く 

見て、 敵の 地を 少く 見る やぅな、 誤りは ない。 けれども、 

斯る處 は、 大方 黑より 跳ね 繼 C ことになるの だから、 『黑 
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侵 分の 勘定 


第百二十0は、前_の場合 (: 、黑が © と繼がすに、他に 
轉 じたので、 白ょ b.Q} & と、 一子を 切 b 取つ た 圖で ある 
♦か‘ かく 白の 一子を 切り取る 手は、 何 目 (: 當るか とい ふ 
に、 旣に 白が 一子を 切り取つ た 以上は、 後に 白ょり 『い J 
に 跳ね、 黑 『ろ J となる のは 必定で、 や ♦かて 黑が 『は』 に 抑 
へる 手 SU なつた としても、 臼は 現に 後手 十目の 得を し 
た譯であるが、|1は』の處は、白ょり打つか、黑ょ5打つ 
か 見合 ひの 處で 、若し 白が 打つ たと すれば、 又 白 f l^ 』 黑 
『ほ J となつ て、 黑 地* か 四 目 減す る ことになるから" この 
四 目を 折半して 、つまり、 一 r 白 先、 後手 十二 目の 得』 とい ふ 
計算 か 生れて 來 るので ある。 
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(第 百 一 一十 圖) 


T ふ ！ 


第 百 二十 一圖の やうな 場合に、 白が e と 置く のは、 いは 
ゆる 手筋で" 黑は e と 受ける の •か、 一番 安全で ある。 よ 
つて㊂ と 跳ね、 黑® の 時 ® と繼ぎ 、黑 に® ^ 繼が せて ㊆ 
と 走る のが、 大きい ョセ である。 若し 普通の 如く、 CDQ 
手で 單 (: © の 處に跳 ねれば、 黑に㊀ の處に 受けられて 何 
の 味 ひもない ので ある。 

さて 圖の 如く ® となれば、 黑 r い』 白 『ろ j 黑 『は』 白 『に』 と 
なつて、 つまり、 却と なる であらう。 さすれば、 確た る 
計算は 出來 ぬけれ ども、 非常に 大きい ことは 明かで ある。 
第 百 二十 二圖は 、互 先の 基で、 黑の 小目に 對 し、 白 ♦か 一 
間に 高く 掛つた 場合に、 普： 通に 出來る 形で あるが、 白の 
㊀ と 下る 手は、 『先手 六 目の 得』 である。 しかし、 惡が @ と 
應じな ければ、 白よ b© の 處に附 けて 打つ から、 白 e の 
下 b は、 『後手 十三 目の 得 』 とい ふ 計算になる。 ナゼな ら 
ば、 若し 白が cd と 打たなければ、 黑 より 次圖の やうに 跳 
ね 繼 が れるか ら 、黑 地が 八目增 して 白地が 五目 減す るか 
ら である。 然るに、 黑 ♦か © , と應せ ずに、 白より© の處に 

附ける ことにな れば 、黑 『い』 白 『ろ』 黑 『は』 となつ 

て、 後に 又 白 『 1^ 』 黑 『ほ』 白 『へ』 黑 『と 』と、 白より 跳ね 繼 

がれる ものと 見ねば ならぬ から、 則ち 次圖 に比べる と、 

白地が 五目 增 して、 黑地が 八 目 減す る 勘定になる ので あ 

る 0 


侵 分の 勘 京 


(第 百 二十 一圖) 


第 百 二十 二圖) 
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侵 分の 勘定 


第 百 二 十三 圖は 、前 圖の やぅに、 白 •か G と 下らないた め 
に、 黑 ょり 跳ね 繼がれ た 場合で ある •か、 白が 若し© と受 
けす に、 手を抜いて 他に 打てば、 黑は 『い』 に 附ける 手と、 
『ろ』 に 切る 手と 二た 通り あるが、 『ろ』 ' (: 切る 手は、 外 勢の 
關係も あるから、 假 b に 『い』 に附 け' る ものと すれば、 其の 
計算は 何程の 得で あるかと いふに、 則ち 白は ㊃に 抑へ る 
ょり 手 •かないから、 黑は 『は』 (: 渡り、 白： »> 『ろ』 に繼い だ 
時 『に』 に 出で、 白が 『ほ』 に 抑へ た 時、 手を 拔いて 他に 打 
つ ことが 出來 るので、 『先手 九 目の 得』 をす る 勘定で ある。 
第 百 二十 四圖も 亦、 互 先の 基 1: 出來る 形で ある ♦か、 白の 
(D と 覗く のは、 いは ゆる 手筋で* 圖の 如くな れば 、白は 
則ち 『先手 十一 目の 得』 をした 譯で ある。 

ナゼ ならば、 此處を 黑ょ b 打つ とすれば、 先づ㊂ の 處に 
下り、 白 ♦か 『V』 に 抑へ た 時 『ろ』 に 跳ね、 白が 『は』 に 抑へ 
た 時 『 1€ 』に 繼ぎ 、白 も 亦 『ほ』 (: 繼ぐ ことになるので、 則 
ち圖 {: 比べろ と、 黑地が 七目增 して、 白地が 四 目 減す る 

からで ある。 


(第 百 二十 三圖) 
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第 百 二十 五圖 は、 常に 打 出す 形で あるが、 黑 の© と 下る 
手は、 先手なら ば 何 目、 後手なら ば 何 目の 得で あるか i 
いふに" 其の 計算は、 ナヵ ナヵむ づか しい。 これを 計算 
する には、 先づ 白より 打つ手を 見 るが よい。 此處を 白よ 
b 打つ とすれば、 先づ ©の 處に 跳ね、 黑 ♦か 『い』 (: 跳ねた 
時、 『ろ』 に 下る ことになる。 さう すると、 黑は 第三 線まで 
の 間 (: 一目 も 出來ぬ •か、 白は 第三 線と 第 六 線との 間に、 
九 目の 地が出 來る 。然るに、 黑が ©と 下つ た 時、 白が 手 
1: 拔いた とすれば、 第 百 二十 六圖の やうに、 黑 より © i 
大 桂馬に 走る ことにな つて、® までの 結果と なる は 必定 
である。 さすれば、 前述の やうに、 白より 打たれる のに 
比べる と、 白地が 七 目 減じて、 黑 地が 四 目增す ことにな 
るから、 黑の H と 下る 手は、 『後手 十一 目の 得 J とい ふこ 
と ♦か 分る。 

然ら ば、 黑が 先手の 場合 (: は、 どうい ふ 計算になる かと 
いふに、 則ち 白が 手 V 拔か すに、 第 百 二十 七圖の やうに、 
㊁と 受けた 時 •黑が 手 P 拔 いて 他 (: 打つ たと すれば、 後 
に黑 より 『い』に 跳ね、 白が 『ろ』 に 抑へ た 時 『は J に 繼ぐこ 

とになる か、 又は 白よ^' 『は』 に 跳ねる ことになる かは、 

双方と も 後手で あるから、 未定と せねば ならぬ。 旣にこ 

れ ^ 未 足と すれば、 この 双方の 利得 ？: 折半した ものが、 

黑の 先手の 場合に おける、® の 下 b の 利益で ある。 


(第百二十五圖) 
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侵 分の 勘定 _ _ 

そこで、 假 b (: 、 白が 『は J t: 跳ねた ものと 1 れば 、黑が 
『に』 (: 受ける のは 後 ヰで あるから、 又 白ょり 『に』 に 跳ね 
る ことになる。 しかし、 白 •か 『に j に 跳ねた 時は、 黑は 『ほ』 
に 抑へ るに キ マッ テ ゐる から、 白は 『V』 に繼 いで、 『へ』 の 
處 (: 劫が 殘る 。この 劫は、 前に も說 明した 通り、 黑に七 
分 五 M の 權利が あつて、 白 (: 二分 五 厘の 權利が ある 道理 
である。 して 見る と、 黑は 第三 線までに、 七 分五歴 の 地 
を 有する のみで ある ♦か、 若し 黑 ょり 『い J に 跳ね 繼ぐ こと 
(: なれば、黑地が三目出來て、白地が一目減じた上 (: 、白 
の苻 する 二分 五 M の權 利が 消滅して 仕舞 ふから、 つまり、 
『四目二分五厘$得』をする_であるし、その反對に、白ょ 
i は』 (: 跳ねる ことにな れば 、白地 •か 一目 增 して、 黑地 ♦か 
三 目 減す る けれども、 黑 に 七 分 五 厘の 權利が 辦る から、 つ 
まり、 『三 目 二分 五 M の 得 ゝを する 課で ある。 故に、 黑の利 
する 『四 目 二分 五 厘』 と、 白の 利す る 『三 目 二分 五 M Ji i: 
合せた 『七 目 半 i を 二分した、 『三 目 七 分 五 厘』 とい ふ もの 
♦か、 黑 の© と 下つ た 場合 1: おける、 『先手の 利得 i である。 

隨 つて、 白が 第 百 二十 七圖の やぅに、 ㊁と受 ける のは、 十 

一目の 中から 三 目 七 分 五 M を 引 去つ た殘 り、 則ち 『後手 七 

目 二分 五 厘の 得 J である こと も、 亦 明瞭に なつて 來 る。 

元來忮 分の 得失に ついては、 高段辦 といへ ども、 時に 違 

算を免 れぬほ どで、 實除の 割 局 上、 極めて ムブ カシ くも 


八 四 

あ^ c\、 又 極めて 必要の ことで も あるから、 くれぐれも 
輕輕 に速斷 しては ならぬ。 


(第 百 二十 七圖) 


第 百 二十 八圖 は、 互 先の 基で、 白 ♦か！ 間 (: 高く 掛った の 
に、 黑が手 を 拔 いた 場合に 出來る 形で あるが、 臼が 0 と 
下るのは、最も緊要のョセである。次ぎ (: 、黑が©と抑 
へた 時、 © と 置く のが、 又 面白い 手で ある。 かくて、 ㊄ 
© と 跳ね 繼 ぐのは、 現 (: 白地が 二目 增 して、 黑地が 一 目 
減じる から、 黑が ©の 手で 『い 』 (: 繼 ぐと すれば、 『先手 三 
目の 得 j であるし、 又黑が 手を 拔 いたと すれば、 後に 『い J 
に 切つ て" 更に 六 目の 得を T る ことになる ♦か、 これは、 
黑 ♦か 繼ぐ ことにな るか、 白が 切る こと U なる か、 見合 ひ 
の處 であるから、 六 R の 折半 三 目と 見て、 f 後手の 先手 六 
目の 得』 になる 勘定で ある。 

けれども、 かう いふ 處は 、次 tii の やうに、 黑よ O G の處 
に 跳ね 繼がれ る 時は、 黑 (: 先手 九 目、 後手 十八 目の 得を 
せられる 處で あるから、 白 G の 下りは、 六 目の 二倍" 則 
ち r 後手 十二 目の 得 Ji 見て 差 支ない。 


(第 百 二十 八圖) 
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(第 百 二十 九圖) 

■ _  • ， , 


{第 百 三十 圖) 


侵 分の 勘定 

第 百 二十 九圖 は、 前_の場合に、黑ょりョセたのである 
が、 圖の 如く®-® と 跳ね 繼い で、 白が @ と 受けた とすれ 
ば、 前圖 に比べて、 黑地 •か 六目增 して、 白地が 三 目 減じ 
てゐ るから、 則ち 『先手 九 目の 得』 である。 

しかし、 白が 一; と應 じない とすれば、 黑は 後手と なる 譯 
であるが、 然る 場合には、 黑 ょり 『い』 に附 ける 手が ある 
ので、 黑は 更に 九 目の 得を する ことになるから、 則ち 『黑 
先、 後手 十八 目の 得』 とい ふ 勘定になる。 若し 又、 白の 外 
勢が 整 固で、 『い』 (: 附けろ 手がない としても、 黑は 『ろ j に 
跳ねて、 先手に 五目の 利を 占める ことが 出來 るから、 そ 
れ でも、 『後手 十四 目の 得』 になる 譯で 、いづれ (: せょ、 こ 
の © の 處は 、非常に 大きい 處と 思は ねばならぬ。 

第 百 三十 圖は 、置棊 の 場合に 出來る 形で あるが、 黑が ® 
と 置く のは、 面白い 手筋で、 かく 一方に 得 5: して おいて、 
更に® と 先手で 一子 5: 打ち 拔く のは、 何 目の 得と いふ 計 
算は 出來 ぬけれ ども， 非常に 大きい ョセ である ことは 明 

瞭 である。 


第 百 三十 一圖は 、互 先の 場合に 打 出す 形で あるが、 白 •か 
先づ㊀ と 出で、 黑 に © と 受けさせて ㊂と 11: くのは、 每每 
說く 通り 善い 手筋で、 かくて ㊄ « と 跳ね 繼いだ 後、 ㊈と 
附け るの が 又 面白い 手筋で ある。 

此處 は、 黑ょ b 打たれる と、 次圖の やぅになる べき 處で、 
ョ セの 勘定の 方から いふと、 僅 [: 『後手 五目 ばかりの 得』 
(: 過ぎない ♦か、 黑の眼 V」 取つ て、 大勢に P1 係を 及ぼす 譯 
であるから、 頗る 大きい ヨセ である。 

第 百 三十 二圖は 、前 圖の場 合に、 黑 ょり ョセ たので ある 
が、 白が (A の 手で、 『い』 に褂け 繼ぐ ものと すれば、 前に も 
述べた 通 り、 『先手 五目 程の 得』 である •か、 しかし、 實戰 
上から いへ ば、 白は ® と 伸びて" 黑に © と 切らせる ので 
ある。 

そこで、 黑が ©と 切つ た 場合 (: は、 白は： B と受 くべき も 
ので、 黑 ♦か ㊁の 一子を 取る のは、 八 目 ばかりの 手で ある 
が、 二手 打つ て 八 目で あるから、 一手が 四 目 ばかりにし 
かつかない。 然るに、 白の 穴と 伸びる 手は、 この 黑の眼 

を 取る ので あるから、 黑 とても、. 實は © と 切つ ては ゐら 

れな いくら ゐの もので、 よし 切つ ^ とこと で、 黑の e の 

手は、 先づ 『後手 A 目く らゐの 得』 と 見て よいで あらう。 


第 百 三十 一圖) 
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{第 百 三十 二 圖) 


11 分の 勘 ^ 八 七 


侵 分の 勘定 

第 百 三十 三 _の やうな 場合に、 黑 •か 先づ ©と 切る のは 面 
白い 手筋で* 白は© と 受ける よ b 仕方がない から、 その 
.時® と 跳ねる の ♦か、 ョセの 手順で ある。 白 ® の 手は、 一 
方 •か 圖の 如く キマリ のつ いて ゐない 時は、 無論 『い』 に 打 
たねば ならぬ が、 圖の 如き 場合には、 かく 下る の •か 半 目 
の 得で ある。 

そこで、 黑 •か® と 切る 手は、 何 目の ョセ であるかと いふ 
と、 『先手 六 目 半の 得 i であるし、 單 に® の處に 跳ねる よ 5 
は、 『二目 二分 五 厘の 得』 である。 

その 計算は、 少しく ムヅ カシクな るので、 次 圖のや うに、 
白よ b 打つ 場合を も 見ねば ならぬ が、 先づ ©と 切つ て @ 
と 跳ねる のと、© の 手で、 單に © に 跳ねる のとの 比較を し 
て 見やう。 そこで、 圖の 如くな れ， ば、 後に 白は、 『い j ろ』 と 
i 子 J: 取らねば ならぬ ことは 明かで あるが、 黑 より 『は』 
(: 跳ね 込み、 白 fwi 黑 『ほ』 となる か、 白より 『ほ J に 跳ね 
込み" 黑 『へ J 白 『は』 となる かは 未定で あるから、 これは 

見合 ひとせ ねばならぬ。 この 見合は 三 目の 處だ から、 I 

目 半で あるが、 後の 計算を 明瞭 (: する ために、、 双方の 地 

面を 勘定して 見やう。 先づ黑 が 『は J に 跳ね 込んだ とすれ 

ば、 白地は 第五 線までに 四 目と なつて、 黑地は 第 六 線 ま 

でに 六 目 出來 る。 ところが、 白よ b 『ほ 』に 跳ね 込んだ と 

すれば、 白地は 五目 出來 て、 黑地は 四 目 1: なる。 して 見 


八 八 


第 百 三十 三圖) 
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ると、これを平均して、白地は四目半"黑地は五目と見ねばならぬ。 

然るに。黑が©の手で單 (: ©の處 (: 跳ねると、白は『は』に繼ぎ、黑が@の處に跳ねれば、白は『ろ』に掛け繼ぎ"後 
に 白 『ほ J 黑 『へ J となる のは 明かで あるし、 又 後に、 白 『と j 黑 「ち j 白 『り』 黑 『ぬ』 となる の も 亦 必定で ある。 さぅ する 
と、 黑地は 四 目出來 て、 白地は 五目 出來た 上に、 『9』 に | 目を 取つ て、 半 目の 劫が 殘 つてゐ るから、 つまり、 白地 
は 五目 七 分 五 厘と なる。 して 見る と、 白地は 前の 平均 四 目 半よ り、 I 目 二分 五 M 增 してゐ るし、 黑地は 前の 平均 五 
目より、 一目 減じて ゐるか ら 、合計 二目 二分 五 厘の 差が 出來 る。 この 差 こそ、 黑 •か 單 に @ の 處に 跳ねる よりは、© 
と 切つ て、 然る 後に © と 跳ねた 利益で ある。 
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(第 百 三十 四圖) 
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_ 倭 分の 勘定， _ 

第 百 三十 四圖 は、 前圖の 場合に、 白より ョセ〆 手を 示し 
たので ある •か、 此處を 白より 打つ とすれば、 圖の 如く ㊀ 
と 下るべき もので、 基に よつ ては、 ㊂の處 に 跳ねる 手 も 
ある •か、 大方は ㊀と下 るの が 堅實 である。 この 時黑は 、 
無論 手 V 拔 いて 他に 打つ から、 後 (: 白より®® と 出で、 
圖の 如く ⑩ までの 結果と なる は 明瞭で ある。 

して 見る と、 白地は 第五 線までに 九 目出來 て、 前 圖のや 
ぅに、 黑よ b 打たれる のに 比べる と、 四 目半增 してゐ る 
し、 黑地は 三 目と なつて、 前圖 よりは 二目 減じて ゐ る。 
これ 5: 合計して 六 目 半と いふ ものが、 則ち 白の㊀ と 下つ 
た 利益で あるから、 白㊀の 下りは、 『後手 六 目 半の 得 j であ 
^ し、隨つて、前圖のやぅに、黑が@と切つて@と跳ね 
るョ セは、 『先手 六 目 半の 得』 である ことが 分る。 けれど 
も、 白が 圖の 如く ㊀と 下る 手は、 後手で あるには 相違な 
いが、 黑 より 打たれる と、 先手で 六 目 半の 利を 占められ 
る處 であつ て 見れば、 後手で あつて、 實は 『先手 六 目 半の 

得 j を した 譯にな るので ある。 
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{第 百 三十 六圖) 


第 百 三十 五圖の やうな 場合に 白の e と 下る 手は、 何 目の 
ョセ であるかと いふと、 斯る 場合に、 黑が ©の 手で 『い』 
に 抑へ る ことは、 殆ん どない と 言 つても ょいく らゐ で、 
白が ㊀と 下れば、 後に 白 『い』 黑 『ろ』 となる ものと 見る の 
が 至當で ある。 して 見る と、 元來 、先手の 場合は 論す ベ 
き 必要 ♦かないので ある。 そこで、 白が 0 と 下る のを 後手 
とすれば、 白地が 十目 出 來て黑 地 ♦か 一目 減す るし、 先手 
とすれば、 白地は 同じく 十目で あるが、 黑地は 一目 增す 
譯で ある。 然るに、 黑 ょり 打たれる と、 第 百 三十 六圖の 
やうになる のが 當然 で、 白の 地は 八 目と なつて、 前圖ょ 
b は 二目 減じ、 黑地 •か 一目 增す ことになるから、 黑 の® 
と附 ける 手は、 『先手 三 目の 得 J とい ふョ セで ある。 して 
見る と、 前圖の やうに 白の G と 下る 手は、 『先手 二目、 後 
手 三 目の 得 J である ことは、 自から 明瞭で あらう。 
けれども、 前に も說 いた 通 り、 白の ㊀と 下る 手は、 黑の 
先手 三 目の 利益を、 消滅させる ので あるから、 後手とは 
いふ もの \ 實. は 『先手 三 目の 得 』 をした こ i になる ので 

ある。 

とかく初學の中は、中に手のあることに氣が附かすド、 

黑ょ b 打つ 場合に も、 無考 へで、 單に 跳ね 繼ぎを 打つ か 

ら 、先手に ! £ 目の 利を 得る 處も 、後手で 二目の 得を する 

に 止まる ことがある。 若し 細かい 基で あると、 こんな 處 
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で、 お 互 1: 勝敗の 轉倒 する こと ♦か ぁるから、 心得て おかねば ならぬ。  • 

特に ここに 注意を 要する ことは、 第 百 三十 六圖の やぅに、 黑 が © と附 けた 場合には、 白は ㊁と應 すべき もので、 若 
し 『い 』 (: 應すれ ば、 黑に㊁ の處に 打たれて 劫になる し、！ r ろ』 又は 『は』 に 受けても、 味が 惡 るいから、 © と 受ける (: 
限つ てゐる ことで ある。 


よの t かに 

よりよ ち e よせの 

よくもよ せたり 

もか^ 0 7^ 」 り 


S 佐 美) 


侵 分の 勘定 


終 


樂五 

石段 

胡 都 頭 

桃！ 山 

正 逸 
見郎滿 

共 題 
著 字 


樂五 

子 

石段 

爵 

胡 都 

京 

桃 谷 

極 

淼 

正 逸 

高 

見郞 

德 

共 

題 

藩 

字 

JU 


妙變  @ 

年 化 

石段 


送定 

費價 

四 五 

拾 

錢錢 


胡岩武 

桃 佐 富 
正  時 

見跬敏 

共 題 
著 宇 


千 


定價 七拾錢 
送 費 六  錢 


鶉は 形を 貴ぶ。 定石、 布石は 則ち 形な 6。 手筋 VJ いふ も、 
別義に ぁらす。 形を 分解 すれば 手筋に して、 手筋の 集合 
せる もの 則ち 形な り。 しかも、 ここに 特に 手筋 W 稱 する 
は、 いは ゆる 『手で ころ』 の義に して、 或る時 機、 或る 填 
合に おける 手 V」 ころに 〇 き、 一手 一手に 解說 せる ものを 
本書 VJ す。 一手の 差 死活の 別を 生す、 手筋の 學ばざ るべ 
からざる rf 以な り。 
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布石の 理を 究め、 定石の 變 化を 詰ん する も、 實戰上 勝利 
を 占む る 能は ざる もの、 比 比皆然 り。 これ 戰法 、戰 術を 
知らざる がた めに して、 要は 力量の 不足に 因す。 

本書は、 主 どして 力量を 養成せ んが ため、 布石 後の 戦法 
戰 術を 細說 したる ものにして、 よくこれ を 玩味 せんか、 
必す や實戰 上の 面目を 一新せ ん 。•優勝者の 位置に 立たん 
^欲する者は、本書を閑却すべからず。 


るの み。 しかも 終解錄 の 記す るビ ころ、 僅に 百 五十 餘 111 
にして、 其の 說明 頗る 簡に 失し、 說明 VJ しての 價値を 有 
せす。 然るに 本窬は 、先手、 後手は 勿論* 明かに 何 目の 
得た るを 示し、 其の 勘定の 仕方まで も、 叮嚀に 說 明した 
る ものにして、 眞に 古今 未曾有の 良書た^^ 
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定石を 學びて 一隅の 變化を 究めた る 者は、 進んで 全局に 

涉れる 布石 則ち 石 立を も學ば ざるべ からす。 これ 圍棊學 

習の 順序に して、 二者の 關係は 恰も 車の 双輪の 如く、 斷 


じて 其の 一を 缺く ベから す。 然るに、 古來の 蘂書 は、 唯 
だ 布石の 順序を 圓 示せる に 過ぎす して、 其の 理由を 說け 
る もの 殆ん V」 鮮し 。本書は 其の 缺を補 はんがた め、 一手 
一手に 利害得失の 理を 明かに し、 其の 含蓄せ る 意味、 及 
ぶ VJ ころの 影響に 至る まで、 叮嚀 親切に 解說 したる もの 
なれば、 II 基の 上達を 欲する ものは、 定石 通解 VJ 相 待つ 
て、 必ず 座右に 備へざ るべ からす。 
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定石なる ものは、 正道で 6 つて 上手 同士、 又は 上手に 對 
して、 正々 堂々 ど戰 ふの 道で お 互に、 負けたくない、 勝 
ちたいは 11J' 々である、 定石なら ば 置 碁で も、 互 先で も 一 
から 十まで 心得て ゐて も、 敵が 定石 外れを 打つ て 來るご 
其の 挨拶に 窮 して、 定石を 覺 b た 効能 もな く 負かされる 
事が 往 々ある、 本書は 則ち 此の 權變の 術 數を說 いた もの 
で、 敵を ィデ メる事 賢 戰上 極めて 疑は ぬ 良書で ある。 
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